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August

あなたが好きなまち・朝来市

今
月
の
主
な
内
容

新新しい農業委員が決まりまし新しい農業委員が決まりましたた……２２

竹田松明祭………竹田松明祭……………………………………４…４

地域おこし協力隊「あさこいひと便り地域おこし協力隊「あさこいひと便り」」…５…５

市政フラッシ市政フラッシュュ／我がまち朝来再発／我がまち朝来再発見見…６…６

まちのわだまちのわだいい…………………………………………１０１０

情報掲示情報掲示板板………………………………………………１２１２

人いきいき／こんなことあったで人いきいき／こんなことあったでーー／新あさご百景／新あさご百景…２４…２４

ガガイドを学ガイドを学ぶぶ
７月１７月１９９日日

竹田城跡でボランティアガイド養成講竹田城跡でボランティアガイド養成講座座
（９㌻に関連記事（９㌻に関連記事））
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農
業
委
員
会
は
、農
業
者
の
代
表
機
関
と
し
て
農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
、地
方
自
治
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
行
政
委
員
会
で
あ
り
、
農
地
法
に

基
づ
く
農
地
の
売
買
、貸
借
の
許
可
、農
地
転
用
案
件
等
の
意
見
具
申
な
ど
を
中
心
に
農
地
に
関
す
る
事
務
を
執
行
し
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
を
構
成
す
る
委
員
は
、選
挙
に
よ
る
委
員
、議
会
や
農
協
か
ら
の
推
薦
に
よ
る
委
員
で
構
成
さ
れ
、

人
の
委
員
が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２８

平
成

年
は
委
員
の
改
選
期（
３
年
任
期
）と
な
っ
て
お
り
、こ
の
ほ
ど
新
し
い
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
と
担
当
地
区
が
決
定
し
ま
し
た
。

２６
農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

氏
名（
敬
称
略
）

山
野
小
百
合

小
松

茂
樹

西
澤

嘉
明

森
本

正
晴

松
野

克
義

後
藤

敏
夫

中
島

章
一

藤
岡

建
也

西

好
朗

清
田

正
巳

田
中

薫

藤
本

幸
雄

中
島

治

髙
本

幸
枝

奥
藤

康
正

佐
野

伸
夫

石
原

忍

石
原

武
美

細
見

守

西
村

繁

藤
原

明

山
中

一
之

川
井

康
充

古
家

俊
和

荒
川

邦
雄

清
水

馨

米
田

利
秋

嵯
峨
山
義
博

行
政
区

栃
原

栃
原

林
垣

和
田

平
野（
和
田
山
）

岡市
御
堂

比
治

岡
田

久
田
和

東
町

加
都

筒
江

久
世
田

大
垣

大
月

粟
鹿

粟
鹿

溝
黒

越
田

上
八
代

石
田

澤川
上

立
野

平
野（
朝
来
）

田
路

岩
津

選
出
区
分

議
会
推
薦

選
挙

選
挙

選
挙

選
挙

選
挙

選
挙

選
挙

選
挙

選
挙

農
協
推
薦

選
挙

選
挙

議
会
推
薦

選
挙

選
挙

選
挙

議
会
推
薦

選
挙

選
挙

選
挙

選
挙

議
会
推
薦

選
挙

選
挙

選
挙

選
挙

選
挙

担
当
地
区

口
銀
谷
・
６
区
・
北
真
弓
・
南
真
弓
・
川
尻
・
栃
原
上
・
栃
原
下

奥
銀
谷
・
竹
原
野
・
簾
野
・
黒
川
本
村
・
大
外
・
梅
ヶ
畑
・
長
野
・
円
山
・
小
田
和
・
菖
蒲
沢

林
垣
・
寺
内
・
高
生
田
・
室
尾

市
場
・
和
田
・
竹
ノ
内
・
内
海
・
朝
日

駅
前
・
東
谷
・
寺
谷
・
平
野
・
土
田
・
西
土
田

宮
田
・
高
瀬
・
法
道
寺
・
岡
・
芳
賀
野
・
宮
内
・
高
田

和
田
山
上
町
・
和
田
山
本
町
・
和
田
山
駅
北
・
枚
田
七
味
・
枚
田
段
・
枚
田
中
地
・
枚
田
上
地
・
市
御
堂

比
治
・
法
興
寺
・
立
ノ
原
・
枚
田
岡
・
玉
置
・
桑
原
・
柳
原

東
和
田
・
中
・
野
村
・
岡
田

白
井
・
宮
・
久
田
和

竹
田
下
町
・
米
屋
町
・
観
音
町
・
東
町

栄
町
・
加
都

安
井
・
殿
・
三
波
・
藤
和
・
久
留
引
・
筒
江

中
町
・
竹
田
上
町
・
竹
田
新
町
・
殿
町
・
旭
町
・
久
世
田

滝
田
・
大
垣
・
新
堂
・
大
内
・
塩
田
・
野
間
・
田
ノ
口
・
金
浦

下
町
・
川
原
町
・
上
ゲ
町
・
末
歳
・
諏
訪
・
大
月
・
向
大
道
・
楽
音
寺
・
清
水
町
・
小
谷

田
中
・
西
地
・
西
谷
・
比
叡
・
東

柴
・
一
品
・
上
早
田
・
早
田
・
和
賀

溝
黒
・
喜
多
垣
・
迫
間
・
与
布
土
・
森

柊
木
・
山
歳
・
三
保
・
越
田
・
柿
坪

物
部
・
桑
市
・
上
八
代
・
立
脇

多
々
良
木
・
石
田

伊
由
市
場
・
澤

山
内
・
納
座
・
川
上

立
野
・
新
井
１
区
・
新
井
２
区
・
新
井
３
区
・
八
代

山
本
・
土
肥
・
老
波
・
佐
中
・
平
野
・
神
子
畑

羽
渕
・
口
田
路
・
中
田
路
・
奥
田
路

山
口
・
元
津
・
上
岩
津

任
期
満
了
に
伴
い
、農
業
委

員
の
選
挙
（
立
候
補
届
の
あ
っ
た

候
補
者
が
定
数
を
超
え
な
い
た

め
投
票
は
行
わ
な
い
こ
と
に
な

り
ま
し
た
）
が
行
わ
れ
、市
議
会
、

農
業
協
同
組
合
か
ら
の
推
薦
を

含
む

人
が
新
し
い
農
業
委
員

２８

に
就
任
し
ま
し
た
。

７
月

日
に
は
、改
選
後
初

２４

の
農
業
委
員
会
総
会
が
招
集
さ

れ
、
会
長
に
は
新
し
く
米
田

よ

ね

だ

利
秋
さ
ん
が
、
会
長
職
務
代
理

と

し

あ

き

者
に
は
引
き
続
き
石
原

い

し

は

ら

武
美
さ

た

け

み

ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
と
は

農
業
委
員
会
は
、「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
」に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
る
行
政
委
員
会
で
す
。

農
業
委
員
会
委
員
は
、農
業
者
の
中
か
ら
公
職

選
挙
法
を
準
用
し
た
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た「
選

挙
委
員
」と
農
業
協
同
組
合
や
議
会
な
ど
か
ら
推

薦
を
受
け
、市
長
が
選
任
し
た「
選
任
委
員
」に
よ
っ

て
構
成
し
て
い
ま
す
。

朝
来
市
農
業
委
員
会
は
、選
挙
委
員

人
と
農

２３

協
推
薦
の
委
員
１
人
、議
会
推
薦
の
委
員
４
人
の

計

人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

２８
農
業
委
員
会
の
業
務

朝
来
市
農
業
委
員
会
で
は
、主
に
次
の
よ
う
な
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

▽
農
地
の
所
有
権
の
移
転
・
権
利
設
定
な
ど
に
関
す

る
業
務

▽
農
地
転
用
に
関
す
る
業
務

▽
農
業
経
営
基
盤
強
化
推
進
法
に
基
づ
く
利
用
権

設
定
業
務

▽
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
無
断
転
用
の
防
止

▽
地
区
や
農
家
の
声
を
行
政
・
政
策
へ
反
映
さ
せ
る

た
め
の
協
議

▽
農
業
者
年
金
に
関
す
る
業
務

▽
農
家
か
ら
の
相
談

▽
食
育
、食
農
教
育
の
推
進

新
し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

新
し
い
農
業
委
員
の

皆
さ
ん
と
担
当
地
区

農
業
委
員
会
事
務
局

☎（
６
７
２
）２
８
３
３
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前任期３年間を振り返って

立
秋
の
声
を
聞
く
時
期
と
な
り
ま
し
た
が
、皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。こ
の
た
び
の
農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、改
選
後
初
総
会
が
７
月

日
に
開
催
さ
れ
、

２４

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、本
市
に
お
い
て
も
遊
休
農
地
が
増
え
続
け
て
い
る
現
状
で
あ
り
、優

良
農
地
の
確
保
、有
効
利
用
や
担
い
手
の
育
成
な
ど
、農
業
委
員
会
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
は
多
岐
に
渡
っ
て

お
り
ま
す
。ま
た
国
に
お
い
て
は
農
業
委
員
会
制
度
の
見
直
し
が
議
論
さ
れ
て
い
る
中
で
、
改
め
て
農
業
者

の
代
表
機
関
と
し
て
気
を
引
き
締
め
て
活
動
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

今
回
、会
長
を
仰
せ
つ
か
る
に
あ
た
り
、微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、委
員
一
同
の
協
力
を
得
な
が
ら
朝

来
市
農
業
の
発
展
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
会
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

米
田

よ

ね

だ

利
秋
さ
ん

と

し

あ

き

（
田
路
区
）

会
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

暫
暫

暫
暫

暫
暫

暫
暫

暫
暫

暫
暫

暫
暫

暫
暫

暫
暫

暫
暫

暫
暫

暫
暫

暫
暫

暫
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暫
暫

暫
暫

暫
暫

暫
暫
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暫
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暫
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暫
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暫
暫

暫
暫

暫
暫

暫
暫

暫
暫

暫
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暫
暫

暫
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暫
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暫
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暫
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暫
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暫
暫

暫
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暫

暫
暫

暫
暫

暫
暫

暫
暫

暫

ご
相
談
く
だ
さ
い

農
業
委
員
会
で
は
、相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

農
地
を
用
途
以
外
に
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、面
積
の

大
・
小
に
か
か
わ
ら
ず
必
ず
届
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、農
地
に
関
す
る
こ
と
な
ど
で
お
困
り
の
場

合
も
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

農
業
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
南
庁
舎
）

☎（
６
７
２
）２
８
３
３

農業委員になって
見えてきたこと

委員になるまでは何となく見ていた、田や畑が気になりだした。今は夏野菜の

シーズンなのに何も作付けされていない畑、耕転されず草の生えてきた田。委

員になった平成２３年に遊休農地検討委員になり市内をパトロールして回りまし

たが、私の担当する山東地区でも獣害被害によって山裾や水の来ないと予想
す そ

される高所にある田は荒廃農地となっていました。

朝来市の荒廃農地面積は現在では約８６㌶となっており、毎月開かれる総会

に先立ち、現地調査に出向くと必ず目にするのが文頭に述べたような風景です。

今、農業委員会の制度の見直し、権限の移譲などが言われていますが本当

にそれでうまくいくのか、すべてが解決するのか、私は委員としてはなはだ疑問

に思います。

日常の中で、季節によって変化する田や畑を見ているからこそ総会での案件

を審議できるのではないでしょうか。また、山裾の条件の悪い田や畑を地元の農

事部長をはじめ営農組織、中山間直接支払、新たに始まる多面的機能支払に

取り組んでいる役員を中心とする人たちの、「地域の農地は自分たちで守る」気

概を損なうことになるのではないでしょうか。

今後、私たち農業委員会の組織としては蓄積されているソフトを使い、関係

者の皆様、地元地域協議会等の協力を得て増加してくる遊休農地の減少に今

まで以上に力を入れる必要があると考えています。

多くのコウノトリが空を舞う故郷にするためにも。

農業委員 西村
に し む ら

繁さん（越田区）
しげる

農業委員を務めて
思ったこと

古より「農業は国の
いにしえ

本なり」と言われています。農業は命を育む仕事です。農
もと

産物は食糧です。命の糧なのです。
かて

それなのに今、農業が人の心からどんどん消えていっているような不安を感じ

ます。私たちの目の前から農業が消えたらどうなるのか、今一度考えてほしいの

です。食糧生産としての農業はもちろんのこと、この美しい朝来市の景観の一つ

に、きちんと耕された田畑や育まれる作物も入っているのです。

農業委員を務めて、委員はこのことを強く意識して責務を果たさなければな

らないと思いました。許認可のみが主たる仕事ではなく、もっと農政に取り組み、

農業の振興に寄与しなくてはいけないと思いました。目の前にある遊休農地の

解消、獣害対策、高齢化対応など行政と協力し、より良い方向を探り、提案や推

進をしなければなりません。

また、未来を担う子どもたちに「農業の大切さ」をしっかりと伝えなければなり

ません。子どもたちには同時に面白さ、喜びの体験も必要です。これは農業の継

続に不可欠です。もちろん環境創造型農業でなければなりません。

今まで事務局職員は兼任で大変だったと思います。今年、念願の専任職員

となりました。委員会は事務局と大いに協力し責任を全うしなければと思います。

また、市議会議員さんも委員としていらっしゃいますので、議会での活発な議論

と安定した農政の確立をお願いします。

農業委員 髙本
こ う も と

幸枝さん（久世田区）
ゆ き え
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江戸時代の中期、宝暦１２年
ほ う れ き

（１７６２）に、竹田のまちを大火が

襲ったことから、二度とこのような

ことが起こらないようにとの願い

を込め、祭りは今も続けられてい

ます。「以前は、川岸に十数本の

松明が並んだが、今では旭町区

で作る２本だけになった。それで

も伝統の力でなんとか続けてい

きたい。」と、区長の平位
ひ ら い

幸三さん。
こ う ぞ う

竹竹
田田

松
明
松
明
祭祭

７
月

日
、
和
田
山
町
竹
田

７
月

日
、
和
田
山
町
竹
田
のの

２３２３

朝
来
橋
下
流
付
近
の
円
山
川

朝
来
橋
下
流
付
近
の
円
山
川
でで

「
松
明
祭
（
た
い
ま
つ
ま
つ
り
）」

「
松
明
祭
（
た
い
ま
つ
ま
つ
り
）」がが

行
わ
れ
ま
し
た

行
わ
れ
ま
し
た
。。

午後８時、神事の始まりとと

もに、松明に火がともされます。

松
明
は
火
勢
を
あ
げ
約

分
３０

で
燃
え
つ
き
、
今
年
も
祭
り
は

無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

松明の背後、左側にある一段と高

い山が朝来山。この中腹に鎮座す

る防火の神をまつった愛宕神社に、
あ た ご

灯明に見立てた松明を奉納した
とうみょう

のが松明祭の始まりと伝わります。

松明に使われる薪は、３月下旬に

朝来山で集められ、約４か月にわ

たって乾燥されたもの。

７
月

日
の
松
明
づ
く
り
に
は
旭

２１

町
区
の
皆
さ
ん
約

人
が
参
加
。

３０

木
の
芯
棒
を
中
心
に
薪
を
並
べ
、

た
き
ぎ

縄
で
縛
り
大
松
明
に
。「
も
っ
と
城

山
側
に
転
が
せ
！
行
き
す
ぎ
や

朝
来
山
側
や
！
」息
を
合
わ
せ
る

声
の
も
と
、松
明
が
出
来
あ
が
っ
て

い
き
ま
す
。

高さ約７㍍、重さ数百㌔にもなる大きな松明

を起こすのは大変な作業。
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朝
来
市
教
育
委
員
会
で
は
、（
仮

称
）朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
と
朝
来

市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
設
計
画
を

受
け
て
、藤
ノ
木（
ふ
じ
の
き
）遺

跡
の
発
掘
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。こ
の
た
び
、発
掘
調
査
の
全
貌

が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
藤
ノ
木
遺
跡
の
概
要

藤
ノ
木
遺
跡
は
円
山
川
右
岸
域

の
法
興
寺
区
内
に
あ
り
、遺
跡
は

円
山
川
の
氾
濫
原
か
ら
法
興
寺
集

落
側
に
広
が
る
段
丘
上
に
位
置
し

ま
す
。遺
構
は
、緻
密
な
粘
土
層
を

基
盤
と
す
る
面
か
ら
確
認
で
き
ま

す
が
、円
山
川
の
度
重
な
る
氾
濫

に
よ
っ
て
撹
乱
を
受
け
、
遺
構
の

か

く

ら

ん

残
り
は
決
し
て
良
好
と
は
い
え
ま

市市市政政フラッシフラッシュュ

古古代「牧田郷」と藤ノ木遺古代「牧田郷」と藤ノ木遺跡跡

第81回

【
写
真
】

検
出
さ
れ
た
柱
穴（
掘
立
柱
建
物
か
）

【
写
真
】

流
路
遺
構

（
岸
部
に
杭
を
打
ち
込
ん
で

護
岸
工
事
を
し
て
い
る
）

市
は
、６
月

日
、山
東
町
三
保
の

２７

コ
ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
拠
点
施
設
で
、昨
年

に
続
き
２
度
目
と
な
る「
コ
ウ
ノ
ト
リ
放

鳥
式
典
」を
行
い
ま
し
た
。

山
東
町
三
保
区
で
は
、県
の「
コ
ウ
ノ

ト
リ
野
生
復
帰
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」

で
短
期
目
標
と
さ
れ
て
い
る「
豊
岡
盆

地
か
ら
但
馬
地
域
へ
の
個
体
群
の
拡

大
」へ
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、平
成

年

月
に
、県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷

２４

１０

公
園
か
ら
ペ
ア
を
受
け
入
れ
る
な
ど
観

察
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
は
、三
保
区
の
ペ
ア
に
産
卵
が

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、別
の
ペ
ア
の
卵
を
抱

か
せ
た
と
こ
ろ
２
羽
の
ヒ
ナ
が
誕
生
。放

鳥
さ
れ
た
後
に
巣
立
ち
を
迎
え
、現
在

は
九
州
地
方
に
住
み
着
い
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、４
月
に
三
保
区
の
ペ
ア
に

よ
る
産
卵
が
あ
り
ま
し
た
が
、昨
年
と

同
じ
く
別
の
ペ
ア
の
卵
を
托
卵
。４
月

た

く

ら

ん

日
に
オ
ス
と
メ
ス
各
１
羽
の
ヒ
ナ
が

２１生
ま
れ
、こ
の
日
ま
で
順
調
に
成
長
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

式
典
に
は
関
係
者
ら
約

人
が
出

８０

席
。多た

次じ

勝
昭
市
長
が「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

か

つ

あ

き

暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
。ま
た
、ヒ
ナ
の
誕
生
・
放
鳥
に

あ
や
か
り
少
子
化
対
策
に
も
力
を
注
い

で
い
き
た
い
。」と
あ
い
さ
つ
。続
い
て
、代

表
者

人
に
よ
っ
て
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飼

１１

育
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ジ
の
天
井
を
覆
う

網
が
開
か
れ
ま
し
た
。

な
お
、放
鳥
さ
れ
た
２
羽
の
う
ち
、オ

ス
は
７
月
１
日
に
、メ
ス
は
翌
２
日
に
、

そ
れ
ぞ
れ
飛
び
立
ち
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

※
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
繊
細
な
鳥
で
す
。ス
ト
レ

ス
が
か
か
ら
な
い
よ
う
遠
く
か
ら
静
か
に

見
守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ケージの天井に張られた網を開放

ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
式
典
を
開
催

三
保
の
拠
点
施
設
で

コココ

放鳥後に飛び立ったオスのコウノトリ
（７月１日・県立コウノトリの郷公園撮影）
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せ
ん
。こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、今

回
の
調
査
区
は
安
定
し
た
環
境
の

中
で
集
落
が
形
成
さ
れ
る
状
況
に

は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
れ
で
も
、平
安
時
代
か
ら
鎌

倉
時
代
頃
の
柱
穴（
※
現
段
階
で

は
、明
確
に
掘
立
柱
建
物
と
し
て

明
ら
か
に
復
元
で
き
る
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
）や
流
路
遺
構（
岸
部
に

杭
を
打
ち
込
ん
で
護
岸
工
事
を
し

て
い
ま
す
）な
ど
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。当
時
使
用
さ
れ
た
土
器

な
ど
の
他
、農
耕
具
な
ど
も
見
つ

か
り
、当
時
の
人
々
が
活
動
し
た

痕
跡
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
古
代「
牧
田
郷
」と

ひ

ら

た

ご

う

藤
ノ
木
遺
跡
に
つ
い
て

こ
の
藤
ノ
木
遺
跡
が
形
成
さ
れ

た
と
こ
ろ
は
、古
代
か
ら「
牧
田

郷
」と
よ
ば
れ
て
い
た
場
所
。『
和

名
抄（
わ
み
ょ
う
し
ょ
う
）』と
い

う
平
安
時
代
中
期
に
編
纂
さ
れ
た

へ

ん

さ

ん

辞
書
に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
範
囲
は
現
在
の
枚
田
区
に
と

ど
ま
ら
ず
、枚
田
岡
・
市
御
堂
・
法

興

寺
・
比

地（
比

治
）・
玉

木
（
玉

置
）・
和
田
山
・
桑
原
が
含
ま
れ
ま

す
。ま

た「
牧

田

郷
」の「
牧
（
ま

き
）」は
古
代
日
本
に
お
け
る
牛
や

馬
を
飼
育
や
繁
殖
の
た
め
に
放
牧

す
る
区
域
に
通
じ
る
と
も
考
え
ら

れ
、古
代
の
朝
来
郡
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
も
っ
た
地
域
と
推
定

で
き
ま
す
。加
え
て
、
加
都
遺
跡
内

に
残
る
地
名
に「
宮み

や

ヶけ

田
」と
い
う

だ

名
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、古
代

倭
王
権
の
直
轄
領
で
あ
る
古
代
屯

倉
（
み
や
け
）の
存
在
が
想
定
で
き

ま
す
。
さ
ら
に『
法
隆
寺
伽
藍
縁
起

并
流
記
資
材
帳
（
ほ
う
り
ゅ
う
じ

が
ら
ん
え
ん
ぎ

な
ら
び
に
る
き

し
ざ
い
ち
ょ
う
）
』に
よ
れ
ば
、
天

平

年
（
７
３
８
）に
法
隆
寺
の
食

１０
封（
じ
き
ふ
）
と
し
て
牧
田
郷
が
あ

て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊

＊

＊

今
回
、藤
ノ
木
遺
跡
の
発
掘
調

査
か
ら
は
、古
代
に
属
す
る
も
の

と
判
断
で
き
る
遺
構
は
見
つ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、今
回
の
調
査

区
は
藤
ノ
木
遺
跡
の
縁
辺
部
で
あ

る
こ
と
か
ら
、今
後
周
辺
の
発
掘

調
査
が
進
め
ば
、
古
代「
牧
田
郷
」

に
関
連
す
る
遺
構
の
発
見
も
期
待

で
き
ま
す
。藤
ノ
木
遺
跡
は
、
古
代

か
ら
中
世
に
至
る
朝
来
地
域
の
歴

史
を
解
明
す
る
可
能
性
を
秘
め
た

遺
跡
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

で
し
ょ
う
。

（
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

７
月

日
、奈
良
県
斑
鳩
町
の

い
か
る
が

小
城

こ
じ
ょ
う

１６

利
重
町
長
が
朝
来
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

と
し
し
げこ

れ
は
、斑
鳩
町
に
あ
り
世
界
遺
産
で

も
あ
る
法
隆
寺
の
所
領
が
、現
在
の
朝
来

市
に
あ
っ
た
こ
と
が
縁
で
実
現
し
た
も
の
。

法
隆
寺
の
記
録
に
は
、奈
良
時
代
に
あ
た

る
天
平

年（
７
３
８
）、所
領
で
あ
る

１０

食
封
が

じ

き

ふ

牧
田
郷（
現
在
の
和
田
山
町
枚

ひ

ら

た

ご

う

田
と
そ
の
周
辺
地
域
）に
あ
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
お
り
、当
時
は
人
や
物
、文
化
の

交
流
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
城
町
長
と
朝
来
市
の
多
次
市
長

と
の
会
談
で
は
、法
隆
寺
の
食
封
は
全

国
に
４
か
所
あ
り
、そ
れ
ら
市
町
に
よ
る

交
流
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
。朝

来
市
で
の
食
封
の
調
査
研
究
に
つ
い
て

今
後
さ
ら
に
深
め
て
い
く
こ
と
。な
ど
の

話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

良
県
斑
鳩
町
長
が
来
市

法
隆
寺
に
関
わ
る
縁
を
確
認

奈奈奈

話し合いを終え握手する多次市長（左）と斑鳩町の小城町長

市
は
、平
成

年
度
以
降
の
環
境
施

２７

策
の
指
針
と
な
る「
次
期
朝
来
市
環
境

基
本
計
画
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
の「
環
境
基
本
計
画
」は
、平
成

年
度
に
策
定
。市
民
・
事
業
者
・
行
政

２１が
一
体
と
な
っ
た
環
境
施
策
の
推
進
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。次
期
計
画
は
、現

計
画
の
期
間
が
平
成

年
度
で
終
了
す

２６

る
こ
と
か
ら
策
定
に
あ
た
る
も
の
で
す
。

７
月

日
に
は
、

人
の
委
員
が
参

１０

１１

加
し
環
境
審
議
会
を
開
催
。朝
来
市
の

松
本
忍
副
市
長
か
ら
、審
議
会
の
会
長

ま
つ
も
と
し
の
ぶ

を
務
め
る
兵
庫
県
立
大
学
環
境
人
間
学

部
山
村
充
教
授
へ
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

や
ま
む
ら
み
つ
る

の
諮
問
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、今
回
を
含
め
４
回
の
審
議

会
を
開
催
す
る
ほ
か
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
な
ど
を
経
て
策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

続
し
た
環
境
施
策
推
進
の
た
め
に
次
期
朝
来
市
環
境
基
本
計
画

継継継

山村会長（左）へ長期的・総合的な施策の展開について諮問
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竹
田
城
跡
の
歴
史
や
現
状
を
知
り
、

未
来
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

市
と
市
教
育
委
員
会
は
、「
竹
田
城
跡

２
０
１
４
ヘ
リ
テ
ー
ジ
講
座
」を
開
催

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
に
、竹
田

城
跡
を
文
化
財
と
と
ら
え
正
し
い
知
識

と
理
解
を
持
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
。

７
月
２
日
に
は
、兵
庫
県
教
育
委
員

会
文
化
財
課
の
山
下

や
ま
し
た

史
朗
さ
ん
を
講
師

し

ろ

う

に
、和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
で
第
１
回

目
の
講
座
を
開
催
。約
１
０
０
人
の
参
加

者
を
前
に
山
下
さ
ん
は
、遺
構
の
貴
重
さ

や
保
護
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

講
座
は
全
３
回
で
、２
回
目
は
９

月
５
日
、３
回
目
は

月
５
日
に
開

１２

催
の
予
定
で
す
。詳
し
く
は
竹
田
城
課

［
☎（
６
７
２
）６
１
４
１
］ま
で
。

空
の
城「
竹
田
城
跡
」の
保
存
と
活
用
の
あ
り
方
を
考
え
る

天天天

竹田城跡の現状について理解を深めました

市
と
市
教
育
委
員
会
は
、７
月
７

日
、竹
田
城
跡
の
天
守
台
を
保
護
す

る
た
め
、防
水
シ
ー
ト
を
設
置
し
ま
し

た
。今

回
の
設
置
は
、現
在
、天
守
台
の
地

表
面
の
土
が
流
出
し
、遺
構
が
露
出
す

る
な
ど
損
傷
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

修
復
工
事
の
方
向
性
が
決
定
す
る
ま
で

の
期
間
、大
雨
な
ど
に
よ
っ
て
こ
れ
以
上

損
傷
が
進
ま
な
い
よ
う
に
行
っ
た
も
の

で
す
。天
守
台
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
、縦

横
約

㍍
の
灰
緑
色
の
シ
ー
ト
を
ロ
ー

１３

プ
と
土
の
う
で
固
定
、見
学
す
る
皆
さ

ん
か
ら
は
見
え
に
く
く
し
て
い
ま
す
。

な
お
、今
後
の
本
格
的
な
修
復
工

事
に
つ
い
て
は
、竹
田
城
跡
保
存
管
理

計
画
策
定
委
員
会
な
ど
に
諮
り
な
が

ら
、対
応
す
る
予
定
で
す
。

天守台での防水シート設置作業の様子（７月７日）

田
城
跡
天
守
台
の
保
護
の
た
め
防
水
シ
ー
ト
を
設
置

竹竹竹
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７
月

日
、オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手

１０

「
国
史
跡『
竹
田
城
跡
』Ⅱ
」の
販
売
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、販
売
開
始
に
合
わ
せ
、日
本

郵
便
近
畿
支
社
の
徳
茂

と
く
し
げ

雅
之
支
社
長
が

ま
さ
ゆ
き

朝
来
市
役
所
を
訪
問
。切
手
に
使
用
さ
れ

た
写
真
を
提
供
し
た
鵤
幹
さ
ん（
竹
田
中

い
か
る
が
つ
よ
し

町
）と
、多た

次じ

勝
昭
市
長
に
記
念
フ
レ
ー
ム

か
つ
あ
き

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

竹
田
城
跡
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切

手
が
発
行
さ
れ
る
の
は
、昨
年

月
に
続

１０

い
て
２
回
目
。前
回
に
続
い
て
鵤
さ
ん
の
撮

影
し
た
写
真
が
使
用
さ
れ
、四
季
折
々
の

竹
田
城
跡
の
写
真
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

１
シ
ー
ト
は
、

円
切
手

枚
で
価
格

８２

１０

は
１
千
２
３
０
円
、但
馬
地
域
の
郵
便
局

な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

今今
年
も
竹
田
城
跡

今
年
も
竹
田
城
跡
のの

オ
リ
ジ
ナ
ル
切
手
が
販
売
開

オ
リ
ジ
ナ
ル
切
手
が
販
売
開
始始

竹
田
城
跡
の
観
光
の
拠
点
と
な
る
和

田
山
町
殿
の「
山
城
の
郷
」に
郵
便
局
臨

時
出
張
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、日
本
郵
便
近
畿
支
社
が
、郵

便
商
品
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

市
と
共
同
で
情
報
発
信
に
取
り
組
む
こ

と
で
、地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

開
設
初
日
と
な
っ
た
７
月

日
は
、

１２

武
将
の
姿
に
ふ
ん
し
た
郵
便
局
の
職
員

な
ど
が
、訪
れ
た
人
た
ち
を
迎
え
て
い

ま
し
た
。

こ
の
臨
時
出
張
所
は

月
ま
で
の
土

１１

日
祝
日
に
開
か
れ
る
予
定
で
、竹
田
城

跡
の
切
手
や
城
跡
を
か
た
ど
っ
た
ご
当

地
フ
ォ
ル
ム
カ
ー
ド
の
販
売
、風
景
印
の

押
印
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

山山
城
の
郷

山
城
の
郷
にに

郵
便
局
臨
時
出
張

郵
便
局
臨
時
出
張
所所

記念フレームを手にする鵤さん、多次市長、徳茂支社長（左から）開設された郵便局臨時出張所



本
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
本
家
ペ
ル
ー
に
紹
介

日日日市
は
、今
秋（

月

～

日
）、ペ

１０

２０

２１

ル
ー
の
エ
ラ
ル
ド
・
エ
ス
カ
ラ
駐
日
大
使

を
、朝
来
市
へ
招
く
こ
と
を
決
め
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、市
を
代
表
す
る
観
光
地
で
あ

る
竹
田
城
跡
が
、「
日
本
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、世
界
遺

産
で
あ
る
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
の
あ
る
ペ
ル
ー
と

の
交
流
を
通
じ
、世
界
へ
の
情
報
発
信
が

で
き
れ
ば
と
取
り
組
む
も
の
で
す
。

ま
た
、招
へ
い
に
先
立
ち
、市
で
は
、県

内
に
住
む
ペ
ル
ー
人
の
皆
さ
ん
な
ど
に

広
く
朝
来
市
や
竹
田
城
跡
の
こ
と
に
つ

い
て
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
、７
月

日
、神
戸
市
で
開
か
れ
た

２０

「
第
６
回
フ
ィ
エ
ス
タ
ペ
ル
ア
ナ
Ｋ
Ｏ
Ｂ

Ｅ
２
０
１
４
」へ
出
展
。訪
れ
た
皆
さ
ん

に
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

フィエスタペルアナで朝来市を紹介

市
は
、ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、参
加
者

が
と
も
に
語
り
合
う「
ま
ち
づ
く
り
カ

フ
ェ
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
テ
ー
マ

を
も
と
に
話
題
提
供
者
の
ト
ー
ク
を
聞
き
、

参
加
者
が
自
由
に
意
見
を
交
わ
す
こ
と

で
、地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
、

昨
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
度
１
回
目
の
開
催
と
な
る
６
月

日
は
、約

人
が
参
加
。株
式
会
社
み

２６

５０

ん
な
の
家
代
表
取
締
役
の
前
川

ま
え
が
わ

進
介
さ

し
ん
す
け

ん
の
ト
ー
ク
で
は
、丹
波
市
で
多
く
の
人

た
ち
が
共
同
生
活
を
行
う
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

を
拠
点
に
し
た
活
動
が
紹
介
さ
れ
た
ほ

か
、テ
ー
マ
に
沿
っ
て
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
の
意
見
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
は
、毎
月
第
４
木
曜
日（
午

後
７
時

分
～
）に
山
東
公
民
館
で
開
催
中
で

３０

す
。［
問
・
総
合
政
策
課
☎（
６
７
２
）６
１
１
０
］

由
な
意
見
を
交
わ
し

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

自自自

どなたでも参加できます（参加費無料）
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７
月

日
、但
馬
信
用
金
庫
と
サ
ン

１１

ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、竹

田
城
跡
に
関
す
る
事
業
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
、朝
来
市
へ

万
４
千
５
８
７
円

１３

の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、但
馬
信
用
金
庫
が
、本
店
・

支
店
な
ど
に
あ
る
職
員
用
の
飲
料
の
自

動
販
売
機

台
に
つ
い
て
、自
販
機
を
設

１５

置
す
る
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ

ス
と
と
も
に
、
地
域
貢
献
を
目
的
と
し
て
、

昨
年
７
月
か
ら
の
売
り
上
げ
の
う
ち
の

２
㌫
に
あ
た
る
額
を
贈
っ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
但
馬
信
用
金
庫
の
田
路

と

う

じ

淳
三
業
務
部
長
と
、サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ

じ
ゅ
ん
ぞ
う

レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス
の
吉
村

よ

し

む

ら

元
美
豊
岡
支

も

と

み

店
長
が
朝
来
市
役
所
を
訪
れ
、多た

次じ

勝
昭
市
長
に
寄
附
金
の
目
録
を
手
渡
し

か

つ

あ

き

ま
し
た
。

自自
販
機
の
売
上
金
の
一
部

自
販
機
の
売
上
金
の
一
部
をを

竹
田
城
跡
に
関
す
る
事
業
に
寄

竹
田
城
跡
に
関
す
る
事
業
に
寄
附附

和
田
山
町
観
光
協
会
は
、
７
月
８
日

か
ら

日
に
か
け
て
、
竹
田
城
跡
や
寺

１９

町
通
り
な
ど
の
案
内
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
養
成
す
る
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、竹
田
城
跡
へ
の
観
光
客
の
増

加
に
伴
い
ガ
イ
ド
の
需
要
も
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
行
っ
た
も
の
。講
座
は
全
３
回

で
行
わ
れ
、竹
田
城
跡
の
歴
史
や
縄
張
り

の
詳
細
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。最

終
日
と
な
る

日
に
は
、城
跡
で
実
際
に

１９

ガ
イ
ド
に
同
行
し
な
が
ら
、案
内
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
の
受
講
者
の
な
か
か
ら
、ア
ン

ケ
ー
ト
で
希
望
を
調
査
し
、
ガ
イ
ド
の
補

助
な
ど
の
実
習
を
経
て
、早
け
れ
ば
今

秋
に
も
新
し
い
ガ
イ
ド
が
誕
生
す
る
予

定
で
す
。

和和
田
山
町
観
光
協

和
田
山
町
観
光
協
会会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座座

目録を手にする吉村支店長、多次市長、田路業務部長（左から）城跡でガイドに同行しポイントを学びました
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人
が
ア
マ
ゴ
の
つ
か
み
取
り
を
体
験

６０し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、子
ど
も
た
ち
に
魚
と
触

れ
あ
っ
て
も
ら
お
う
と
、円
山
川
漁
業
協

同
組
合
和
田
山
支
部
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て

年
以
上
前
か
ら
毎
年
こ
の

１０

時
期
に
行
っ
て
い
る
も
の
。当
日
は
、同

支
部
役
員
の
皆
さ
ん

人
が
保
育
園

１１

を
訪
れ
ま
し
た
。

生
き
た
魚
の
感
触
に
と
ま
ど
う
子
ど

も
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、支
部
の
皆

さ
ん
か
ら“
手
ほ
ど
き
”を
受
け
、つ
か
み

取
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。ま
た
、ア
マ
ゴ

は
塩
焼
き
に
さ
れ
、子
ど
も
た
ち
は
昼

食
と
と
も
に
味
わ
い
ま
し
た
。

青青
年
海
外
協
力
隊
・
藤
岡
小
百
合
さ
ん

キ
ル
ギ
ス
で
環
境
教

青
年
海
外
協
力
隊
・
藤
岡
小
百
合
さ
ん

キ
ル
ギ
ス
で
環
境
教
育育

アア
マ
ゴ
の
つ
か
み
取
り
を
体

ア
マ
ゴ
の
つ
か
み
取
り
を
体
験験

６
月

日
、和
田
山
本
町
の
ひ
ま
わ

２５

り
保
育
園
で
、同
園
の
子
ど
も
た
ち
約

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
国
際
協
力
機
構
）の
青

年
海
外
協
力
隊
と
し
て
、７
月
か
ら
の

２
年
間
、中
央
ア
ジ
ア
の
キ
ル
ギ
ス
共

和
国
に
派
遣
さ
れ
る
藤
岡
小
百
合
さ

ふ

じ

お

か

さ

ゆ

り

ん（
岡
区
）が
、６
月

日
、市
役
所
へ

２４

多
次
勝
昭
市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

た

じ

か

つ

あ

き

藤
岡
さ
ん
は
、平
成

年
か
ら
２

２２

年
間
、同
じ
く
青
年
海
外
協
力
隊
と

し
て
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
理
数
科
教
師
と

し
て
活
動
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
派
遣
先
で
は
子
ど
も
た
ち

な
ど
を
対
象
に
環
境
に
つ
い
て
指
導
に

あ
た
る
ほ
か
、日
本
の
文
化
紹
介
な
ど

も
行
う
そ
う
で
す
。「
キ
ル
ギ
ス
に
残

さ
れ
た
美
し
い
環
境
を
、現
地
の
人
が

価
値
に
気
づ
き
守
り
続
け
て
も
ら
え

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。」と
意
気
込

み
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

キルギスへ赴く藤岡さん（左）と多次市長

つかみ取りを楽しむ子どもたち

７
月
６
日
、生
野
ま
ち
づ
く
り
工

房
井
筒
屋
と
、口
銀
谷
地
域
で「
銀
谷

の
七
夕
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

生
野
に
は
、飾
り
付
け
ら
れ
た
２
本

の
笹
に
渡
さ
れ
た
竹
に
、色
紙
な
ど
で

作
っ
た
着
物
で
あ
る「
紙
衣
」を
か
け
る

か
み
ご
ろ
も

「
七
夕
さ
ん
」と
い
う
飾
り
方
が
古
く

か
ら
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、こ
の「
七
夕
さ
ん
」を
は
じ

め
、さ
ま
ざ
ま
に
い
ろ
ど
ら
れ
た
七
夕

飾
り
が
、井
筒
屋
や
口
銀
谷
地
域
の

民
家
な
ど
約

軒
で
展
示
さ
れ
、訪
れ

５０

た
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し

た
。

正正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
を
身
に
付
け
よ

正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
を
身
に
付
け
よ
うう

笹笹
飾
り
に
紙
衣
「
銀
谷
の
七
夕

笹
飾
り
に
紙
衣
「
銀
谷
の
七
夕
」」

生野まちづくり工房井筒屋での展示

７
月

日
、朝
来
市
生
涯
学
習
推

１２

進
員
連
絡
協
議
会
は
、「
あ
さ
ご
・
さ
さ

ゆ
り
ホ
ー
ル
」で
ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、夏
休
み
を
前
に
し
た
こ
の
時

期
に
正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
を
身
に
付
け

る
と
と
も
に
、ラ
ジ
オ
体
操
を
通
じ
た
地

域
づ
く
り
を
目
ざ
そ
う
と
毎
年
こ
の
時

期
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。当
日
は
、約
１

０
０
人
が
参
加
し
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
体
操
指
導
者
の
岡
本
美
佳
さ
ん
ら

お

か

も

と

み

か

か
ら
、ラ
ジ
オ
体
操
や
み
ん
な
の
体
操
に

つ
い
て
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
実
際
に
身
体

を
動
か
し
な
が
ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、翌

日
に
は
、市
内
３
会
場

１３

で「
み
ん
な
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
」も
行
わ

れ
、早
朝
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
ら
約
４

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

指導を受けながら体操に取り組む皆さん
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臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

７
月

日
、
婚
活
を
支
援
す
る
山
東
支
所
出

１３

会
い
サ
ポ
ー
ト
事
業

第
７
回「
ホ
ッ
ト
な
い
で
湯

で
お
結
び
パ
ー
テ
ィ
ー
」が
、よ
ふ
ど
温
泉
サ

ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
な
ど
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者

人
（
男
性

人
、女
性

人
）は
、

４５

２３

２２

粟
鹿
神
社
で
の
良
縁
祈
願
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
、
道
の
駅「
但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば
」で
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
楽
し
み
、最
後
に
全
員
が
お
気
に
入
り

の
１
人
を
指
名
す
る「
告
白
投
票
」を
実
施
。結

果
、９
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

今
後
、成
立
カ
ッ
プ
ル
の
順
調
な
お
付
き
合
い

が
進
む
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

カ
ッ
プ
ル
９
組
が
誕
生

第
７
回
「
ホ
ッ
ト
な
い
で
湯
で
お
結
び
パ
ー
テ
ィ
ー
」

て
食
べ
る
ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ
の
調
理
体
験

な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

朝
来
市
連
合
国
際
交
流
協
会
は
、

７
月

日
、ス
カ
イ
ビ
ラ
さ
の
う
で「
第

２３

３
回
あ
さ
ご
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
イ
ベ
ン

ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、市
内
小
学
校
の
５
・
６
年

生
を
対
象
に
、市
内
の
小
・
中
学
校
に

勤
務
す
る
外
国
人
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ

Ｔ
）ら
と
の
英
語
で
の
会
話
や
楽
し
い

活
動
を
通
じ
て
、話
せ
る
英
語
力
を
身

に
付
け
て
も
ら
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

当
日
は

人
が
参
加
、Ａ
Ｌ
Ｔ
の
皆

２２

さ
ん
が
企
画
し
た
、英
語
で
書
か
れ
た

絵
本
を
も
と
に
寸
劇
を
演
じ
た
り
水
風

船
を
投
げ
合
っ
た
り
す
る
ゲ
ー
ム
や
、薄

焼
き
パ
ン
に
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
を
巻
い

楽楽
し
く
英
語
を
学
ぶ
「
あ
さ
ご
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
イ
ベ
ン
ト

楽
し
く
英
語
を
学
ぶ
「
あ
さ
ご
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
イ
ベ
ン
ト
」」英語での寸劇を演じる子どもたち

や
子
孫
繁
栄
な
ど
を
祈
願
す
る
神
事

で
、県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、毎
年
こ
の
時
期
に
保
存
会
の
皆
さ

ん
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

踊
り
は
、装
飾
が
施
さ
れ
た「
し
な

い
」を
背
負
っ
た「
中
踊
り
」の
２
人
と
、

な

か

お

ど

“
山
王
の
つ
か
い
”で
あ
る
サ
ル

に
ふ
ん
し
た「
側
踊
り
」、指
揮

が

わ

お

ど

を
と
る「
新
発
意
」の
人
た
ち

し

ん

ぼ

し

で
行
わ
れ
、地
元
の
皆
さ
ん
ら

が
見
守
る
な
か
、「
ザ
ン
ザ
カ

ザ
ッ
ト
ウ
」の
声
に
あ
わ
せ
太

鼓
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
、今
年
も

古
式
ゆ
か
し
く
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

「「
岩
津
ね
ぎ
」の
植
え
付
け
作
業
を
体

「
岩
津
ね
ぎ
」の
植
え
付
け
作
業
を
体
験験

伝伝
統
の
踊
り
を
奉
納
「
寺
内
ざ
ん
ざ
か
踊
り

伝
統
の
踊
り
を
奉
納
「
寺
内
ざ
ん
ざ
か
踊
り
」」

７
月

日
、和
田
山
町
寺
内
の
山

２０

王
神
社
と
光
福
寺
で「
寺
内
ざ
ん
ざ
か

踊
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
初
期
か
ら
絶
え
る
こ
と
な

く
４
０
０
年
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
て

い
る
こ
の
ざ
ん
ざ
か
踊
り
は
、五
穀
豊
穣

今年も猛暑のなかでの奉納となりました

７
月

日
、朝
来
中
学
校
の
１
年

１４

生

人
が
、岩
津
ね
ぎ
の
植
え
付
け
作

５１
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
、朝
来
地
域
の
小
・
中
学
生

を
対
象
に
、地
域
の
特
産
品「
岩
津
ね

ぎ
」を
通
じ
て
、農
業
の
大
切
さ
な
ど
を

学
ん
で
も
ら
お
う
と
、市
と
市
教
育
委

員
会
が
地
元
団
体
の
協
力
を
受
け
毎

年
こ
の
時
期
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、物
部
営
農
組
合
の
４
人

の
皆
さ
ん
に
よ
る
指
導
の
も
と
、生
徒
た

ち
は
畑
に
設
け
ら
れ
た
約

㍍
の
う
ね

６０

に
横
一
列
に
並
び
、て
い
ね
い
に
苗
を
植

え
付
け
て
い
き
ま
し
た
。

月
下
旬
ご
ろ
に
は
収
穫
体
験
作

１１

業
を
実
施
し
、収
穫
し
た
岩
津
ね
ぎ
の

一
部
は
、学
校
給
食
な
ど
の
食
材
と
し

て
使
わ
れ
る
予
定
で
す
。

苗の植え付けに取り組む生徒の皆さん
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児
童
扶
養
手
当
・
特
別

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
人（
支
給
停
止
の
人

も
含
む
）は
、受
給
資
格
と

所
得
状
況
を
確
認
す
る
た

め
、毎
年
現
況
届
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
届
出
に
よ
っ
て
引
き

続
き
１
年
間
手
当
を
受
給

で
き
る
か
ど
う
か
が
決
定
さ

れ
ま
す
。必
ず
期
日
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

正
当
な
理
由
が
な
く
届

出
を
し
な
い
時
は
、手
当
の

支
給
が
一
時
差
し
止
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
提
出
期
間

《
児
童
扶
養
手
当
》

８
月
１
日

～

日

（金）

２９

（金）

《
特
別
児
童
扶
養
手
当
》

８
月

日

～

日

１１

（月）

２９

（金）

▽
提
出
先

市
役
所
社
会
福

祉
課
、各
支
所
地
域
振
興
課

▽
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

☎（
６
７
２
）６
１
２
３

但
馬
空
港
開
港

周
年

２０

を
記
念
し
、「
未
来
に
は
ば

た
く
最
後
の
エ
ア
シ
ョ
ー
」を

テ
ー
マ
に
、今
回
が
最
後
と

な
る「
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空

港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催

し
ま
す
。

▽
日
時

８
月

日

、

３０

（土）

日

、午
前
９
時

分

３１

（日）

３０

～
午
後
４
時

※
熱
気
球

係
留
体
験
フ
ラ
イ
ト
は
午

前
７
時

分
～
９
時

分

３０

３０

▽
会
場

コ
ウ
ノ
ト
リ
但

馬
空
港（
豊
岡
市
岩
井
）

▽
入
場
料
・
駐
車
料

無
料

▽
内
容

ス
カ
イ
イ
ベ
ン
ト

（
小
型
飛
行
機
に
よ
る
エ
ア

シ
ョ
ー
な
ど
）、熱
気
球
係

留
体
験
フ
ラ
イ
ト
、ハ
ン
グ

グ
ラ
イ
ダ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
、セ
ス
ナ
機
遊
覧
飛
行

（
有
料
）、但
馬
グ
ル
メ
ま
つ

り
ほ
か

▽
問
い
合
わ
せ
先

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
運
営
部
会
事
務
局

（
豊
岡
市
大
交
流
課
内
）

☎
０
７
９
６（

）９
０
１
６

２１

h
ttp
://w
w
w
.tajim

a.o
r.

jp
/taf/

税
関
で
は
、終
戦
後
に
外

地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た

人
た
ち
が
、税
関
な
ど
に
預

け
た
通
貨
や
証
券
な
ど
を

返
却
し
て
い
ま
す
が
、保
管

さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も

の
が
多
数
あ
り
ま
す
。心
当

た
り
の
あ
る
人
は
、お
気
軽

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
保
管
し
て
い
る
通
貨
・
証
券

◎
上
陸
地
の
税
関
、海
運

局
に
預
け
た
通
貨
、証
券
類

◎
帰
国
前
に
在
外
公
館
や

日
本
人
自
治
会
等
に
預
け

た
通
貨
、
証
券
類
の
う
ち
、

そ
の
後
日
本
に
返
還
さ
れ

た
も
の

▽
問
い
合
わ
せ
先

神
戸
税
関
監
視
部
特
別
監
視
官

（
第
１
担
当
）

☎
０
７
８（
３
３
３
）３
１
２
２

市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

※お知らせページに掲載する広告を募集しています。詳しくは秘書広報課（☎６７２－６１１３）へ。

情情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
A
s
a
g
o
L
ife

暮らしのお知らせ

お
知
ら

お
知
ら
せせ

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

高齢受給者証は、国民健康保険加入者のうち、７０歳になった翌月（１日生まれの人は当

月）から後期高齢者医療制度に加入するまでの間、保険証と合わせて使用していただくもので、

医療機関における自己負担割合を明記した医療証です。毎年８月１日を基準日とし、前年

の所得（平成２５年１月～１２月）に基づいて自己負担割合を決定し、７月下旬に新しい受給

者証を郵送しています。見当たらない人は、問い合わせ先までご連絡ください。

高齢受給者証の有効期限は、平成２７年７月３１日です。ただし、７５歳を迎える誕生日がこ

の日より前の人は、誕生日の前日となります。受給者証に記載していますので、ご確認ください。

自己負担割合は、「現役並み所得者」の人は３割、その他の人は２割（誕生日が昭和１９

年４月１日以前の人は「１割」）です。判定基準は、次のとおりです。

《自己負担割合の算定方法》

《国保高齢受給者証の更新につい《国保高齢受給者証の更新についてて》》第第97第97回回 国国 のの保保 ひひ ろろ ばば

自己負担割合判 定 基 準

３割同一世帯内の７０～７４歳の国民健康保険加入者で住民税課税所得が１４５万円以上の人がいる場合

２割（１割）同一世帯内の７０～７４歳の国民健康保険加入者全員の住民税課税所得が１４５万円未満の場合

■問い合わせ先
市民課☎６７２－６１２０ 生野支所地域振興課☎６７９－２２４０
山東支所地域振興課☎６７６－２０８０ 朝来支所地域振興課☎６７７－１１６５

税
関
が
保
管
し
て
い
る

通
貨
・
証
券
類
の
返
還

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
現
況
届

市国際交流員ヴァンデンドリッシュ―・ポリーヌさんが

朝来市の魅力や文化などを紹介します

朝来市ホームページのトップページから
リンクしていますぜひご覧ください

YouTubeチャンネル
「パ・ピ・プ・ペ・ポリーヌ」

外国人向け朝来市観光サイト
英語、フランス語による観光情報です

防災安全課 ☎６７２－６１１２

朝来市一斉避難訓練を実施します

８月３１日（日） 午前中
ご協力をお願いします
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県
は
、旧
軍
人
等
を
対

象
に
、各
種
恩
給
制
度
の

説
明
・
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

▽
対
象

次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

①
旧
軍
人
で
、実
際
に
軍
人

と
し
て
の
在
職
期
間
が
３
年

以
上
の
人
、ま
た
は
そ
の
遺
族
。

②
軍
人
期
間
中
に
公
務
や

勤
務
関
連
な
ど
で
傷
病
を

受
け
、現
在
も
こ
れ
ら
傷
病

に
よ
る
後
遺
症
の
あ
る
人
。

③
実
在
職
年
が
は
っ
き
り
し

な
い
が
、軍
人
期
間
の
あ
る

人
、ま
た
は
そ
の
遺
族
。

▽
日
時

月
３
日

、

１０

（金）

午
後
２
時
か
ら

▽
会
場

姫
路
市
市
民
会

館（
姫
路
市
総
社
本
町
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
生
活
支
援
課
恩
給
援
護
班

☎
０
７
８（
３
６
２
）３
２
０
４

テ
レ
ビ
や
メ
デ
ィ
ア
な
ど

で
お
な
じ
み
の「
ら
ん
ま
先

生
」が
、親
子
で
考
え
る
地

球
環
境
や
科
学
の
知
識
を
、

手
品
や
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
な
ど

を
用
い
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

楽
し
く
伝
え
る
サ
イ
エ
ン
ス

シ
ョ
ー
で
す
。

▽
日
時

８
月

日

、

１６

（土）

午
後
１
時
か
ら

▽
会
場

豊
岡
市
民
会
館

（
豊
岡
市
立
野
町
）

▽
内
容

ら
ん
ま
先
生
と

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
に
よ
る
エ
コ
サ

イ
エ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

お
笑
い
と
エ
コ
実
験
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

※
当
日
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
も
同
時
開
催
し
ま
す

※
入
場
無
料
・
事
前
の
申

し
込
み
が
必
要

▽
問
い
合
わ
せ
先

但
馬
信
用
金
庫
総
合
企
画
部

☎
０
７
９
６（

）１
２
０
０

２３

恒
例
の
靴
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
す
。

▽
日
時

８
月

日

、

２４

（日）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
靴
供
養
・
午
前
８
時

分
３０

か
ら
）

▽
会
場

ヒ
ラ
キ
㈱
生
野

事
業
所（
真
弓
）

▽
駐
車
場

生
野
工
業
団

地（
会
場
横
）

▽
内
容

靴
供
養
セ
レ
モ

ニ
ー
、短
冊
大
賞
発
表
、大

即
売
会
ほ
か

▽
問
い
合
わ
せ
先

ヒ
ラ
キ
㈱
生
野
事
業
所

☎（
６
７
９
）３
４
２
２

私
立
大
学
通
信
教
育
協

会
は
、大
学
通
信
教
育
合

同
入
学
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

▽
日
時

８
月

日

、

２４

（日）

午
前

時
～
午
後
４
時

１１

▽
会
場

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト

大
阪
北
館
地
下
２
階（
大

阪
市
北
区
）

▽
対
象

一
般
・
高
校
生

▽
参
加
校

私
立
大
学
等

校
４９※

申
込
不
要
・
入
場
無
料
・

途
中
入
退
場
自
由

▽
問
い
合
わ
せ
先

（
公
財
）私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

☎
０
３（
３
８
１
８
）３
８
７
０

h
ttp
://w
w
w
.u
ce.o
r.jp
/

雇
用
日
に
お
い
て

歳
６５

未
満
で
、週
の
労
働
時
間
が

時
間
以
上
あ
り
、

日

２０

３１

以
上
の
雇
用
が
見
込
ま
れ

る
人
は
、社
員
・
従
業
員
・
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
の
雇
用
形
態

や
事
業
規
模
に
か
か
わ
ら

ず
、雇
用
保
険
の
加
入
対

象
と
な
り
ま
す
。

労
働
者
を
１
人
で
も
雇

い
入
れ
た
事
業
主
は
、労
働

保
険（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）の
加
入
手
続
き
を
し
て
、

労
働
保
険
料
を
申
告
・
納

付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

加
入
手
続
き
が
ま
だ
の

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、従
業

員
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、

早
急
な
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

《
雇
用
保
険
》

豊
岡
公
共
職
業
安
定
所
和
田
山
分
室

☎（
６
７
２
）２
１
１
６

《
労
災
保
険
》

但
馬
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
７
９
６（

）５
１
４
５

２２

建
退
共
制
度
は
、建
設

現
場
で
働
く
皆
さ
ん
の
た
め

に
国
が
作
っ
た
退
職
金
制

度
で
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
が
、労

働
者
の
共
済
手
帳
に
働
い

た
日
数
に
応
じ
て
共
済
証

紙
を
貼
る
こ
と
で
、労
働
者

が
建
設
業
界
を
や
め
た
と

き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金

が
払
わ
れ
る
、業
界
全
体
で

の
退
職
金
制
度
で
す
。

▽
制
度
の
概
要

◎
加
入
で
き
る
事
業
主
…

建
設
業
を
営
む
人

◎
対
象
と
な
る
労
働
者
…

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

◎
掛
金
…
日
額
３
１
０
円

※
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

建
退
共
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
.k
e
n
ta
ik
y
o

.ta
isy
o
k
u
k
in
.g
o
.jp
/

▽
問
い
合
わ
せ
先

建
退
共
兵
庫
支
部

☎
０
７
８（
９
９
７
）２
３
３
３

◎兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス ☎０１２０－９７９－４５１（８月のテーマ）【月曜】白目が赤いー充血と出血ー

税市 県 民 税 ２期

国民健康保険税 ２期

納期 ９月１日（月）まで

８月の税８月の税

「
ら
ん
ま
先
生
」サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会

旧
軍
人
等

恩
給
説
明
・
相
談
会

雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
か

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

第
９
回
ヒ
ラ
キ
靴
ま
つ
り

■申込み・問い合わせ先 県朝来健康福祉事務所地域保健課 ☎６７２－０５５５

こころのケア相談・若者のこころの相談
こころの悩みを抱えている人、その家族や関係者を対象に、相談を受け付けます。

◆こころのケア相談（医師による相談）…８月２８日（木）、午後１時３０分～４時
◆若者のこころの相談（臨床心理士による相談）…９月１０日（水）、午後１時３０分～４時

会場…朝来健康福祉事務所（和田山駅前） ※予約が必要です
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暮らしのお知らせ
市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

市
は
、次
の
市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
す
る
住
宅

条
件
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ

（注）て
い
る
家
賃（
月
額
）よ
り
も

高
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
受
付
期
間

８
月

日

～

日

１１

（月）

２１

（木）

▽
入
居
申
込
資
格

◎
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
人

◎
現
に
同
居
し
、ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
人

◎
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

◎
そ
の
者
ま
た
は
現
に
同
居

親
族
が
暴
力
団
に
よ
る
不
当

な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る

法
律
第
２
条
第
６
号
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

◎
所
得
要
件
が
条
例
に
規
定

す
る
範
囲
を
超
え
て
い
な
い
人

※
申
込
資
格
の
詳
細
な
ど
は
、

都
市
開
発
課
に
確
認
い
た
だ

く
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
開
発
課

☎（
６
７
２
）６
１
２
７

兵
庫
県
は
、平
成

年
２６

度
県
職
員

中
級
・
初
級
採

用
試
験
を
行
い
ま
す
。

▽
募
集
職
種
・
人
数

《
中
級
》
①
臨
床
検
査
技

師
…

人
程
度
、②
診
療

１７

放
射
線
技
師
…

人
程
度

１９

《
初
級
》
①
一
般
事
務
職

…
９
人
程
度
、②
警
察
事

務
職
…
６
人
程
度
、③
教

育
事
務
職
…
５
人
程
度
、

④
総
合
土
木
職
…
１
人
程

度
、⑤
小
中
学
校
事
務
職

…
７
人
程
度

▽
試
験
日（
一
次
）

９
月

日
２８

（日）

▽
受
付
期
限

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
９
月
１
日

午

（月）

後
５
時
、郵
送
・
９
月
１
日

消
印
有
効
、持
参
・
９

（月）月
３
日

午
後
５
時

（水）

※
職
種
ご
と
に
年
齢
・
資
格

等
の
要
件
が
あ
り
ま
す

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
０
７
８（
３
６
２
）９
３
４
９

但
馬
文
教
府
は
、但
馬

文
学
の
つ
ど
い
作
品
集
に
掲

載
す
る
、短
詩
型
文
学
作

品（
短
歌
・
俳
句
・
冠
句
・
川

柳
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象

①
短
詩
型
文
学
グ
ル
ー
プ
に

所
属
す
る
人
、関
心
の
あ
る
人

（
原
則
と
し
て
但
馬
内
の
グ

ル
ー
プ
に
所
属
し
て
い
る
、

ま
た
は
但
馬
内
在
住
の
人
）

②
但
馬
地
域
内
の
学
校
に

通
学
す
る
児
童
・
生
徒

▽
作
品
部
門

短
歌
・
俳

句
・
冠
句
・
川
柳（
未
発
表
の

作
品
、各
部
門
１
人
１
点
）

▽
参
加
料

１
部
門
１
千

円（
作
品
集
代
を
含
む
）

▽
応
募
方
法

但
馬
文
教

府
、各
市
町
公
民
館
で
配

布
す
る
、所
定
の
申
込
用
紙

に
作
品
と
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
締
切
り

９
月
５
日
（金）

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

県
立
但
馬
文
教
府

但
馬
文
学
の
つ
ど
い
係

☎
０
７
９
６（

）４
４
０
７

２２

募

集

募

集

兵
庫
県
職
員（
中
級
・
初
級
）

■問い合わせ先 和田山地域振興課 ☎６７２－６１３７

「 森 は な 展 」
「森はなの生涯をＮＨＫ朝ドラへ」運動の関連事業として、朝来市出身の児童文学作家で
ある森はなさんの展示会を開催します。期間中には紙芝居も予定しています。お子さんと一
緒にぜひお越しください。【会期】８月３０日（土）～９月１５日（月）、午前９時～午後５時
【会場】ヒメハナ公園内ウツギの館（毎週月曜休館・祝日の場合は開館）

但
馬
文
学
の
つ
ど
い

市
営
住
宅
入
居
者

④③②①

宮ノ下住宅粟 鹿 住 宅但馬口住宅猪野々団地（C）住宅の
名称

山東町楽音寺山東町早田生野町口銀谷生野町猪野々場所

３ＤＫ３ＤＫ３ＤＫ３ＤＫ間取り

２３，８００円～
３５，４００円

２１，９００円～
３２，６００円

２３，３００円～
３４，７００円

１９，４００円～
２８，９００円

家賃
（月額）

１戸１戸１戸１戸募集戸数
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各 種 相 談 の ご 案 内

時：日時 場：場所 問：問い合わせ 予：予約

人権相談（無料） 人権問題に関する相談
時 ８月２１日（木） 午後１時３０分～３時
場 生野保健センター、市役所西館２階相談室、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 人権推進課 ☎６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料） 女性が抱えるさま
ざまな悩みや問題の相談に応じます（予約制）
時 ８月１３日（水） 午後０時３０分～３時３０分
場 市役所西館２階相談室
問・予 人権推進課 ☎６７２－６１２２

行政相談（無料） 官公庁の仕事の苦情や意
見・要望などの相談に応じます
時 ８月１８日（月） 午前１０時～１１時３０分
場 生野保健センター、市役所西館２階相談室、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 市民課 ☎６７２－６１２０

司法書士による法律相談会（無料） 司法書士による
登記・相続・多重債務などの法律相談（予約制）
時 ９月６日（土） 午後１時～４時
場 和田山ジュピターホール会議室
問・予 兵庫県司法書士会但馬支部 ☎６７６－３３６８

若者就労・支援に関する相談会（無料） 若者サポート
ステーションは、若者未就業者の就労自立に向
けた相談に応じます。
時 毎週水曜日 午後１時～４時
場 山東公民館２階小会議室
問・予 労協若者サポートステーション豊岡 ☎０７９６－３４－６３３３

総合法律センター南たじま相談所 弁護士による法
律相談（予約制・１回３０分・相談料５，２５０円）
時 ８月２８日（木） 午後１時～３時
場 和田山老人福祉センター
問・予 兵庫県弁護士会 ☎０７８－３５１－１２３３

身体障害者相談（無料） 障害に関する相談
時 ９月１日（月） 午後１時～４時
場 山東老人福祉センター
問 社会福祉課 ☎６７２－６１２３

【火曜】鍼灸・マッサージの保険診療の範囲【水曜】動悸の話【木曜】犬や猫に
ど う き

噛まれたら【金土日】ＰＴＳＤ（外傷後ストレス障害）
か

☎６７６－４５８７ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合開館）

伝統芸術押絵展 会期：８月９日（土）～２４日（日）

森はな展 会期：８月３０日（土）～９月１５日（月）

ヒメハナ公園ウツギの館

ホール・美術館の催し ●詳細は各施設へお問い合わせください

☎６７９－４４４８ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

さをり夏色展 会期：８月３１日（日）まで

手描き友禅【結友】展 会期：９月２日（火）～３０日（火）

《地域のお宝発見情報》明治時代の「引札（ひきふだ）」という広告

が印刷されたものが井筒屋で約２０枚見つかりました。８月末まで公

開しています。ぜひご覧ください。

生野まちづくり工房井筒屋

あさご芸術の森美術館 ☎６７０－４１１１ 休水曜日、祝日の翌日
（水曜日が祝日の場合はその翌日）

東郷青児 絵画と彫刻展 会期：９月２３日（火）まで

優美で独特の美人画で現在も人気の画家東郷青児の展覧会

あさごの森で光と影のピクニック 会期：９月１５日（月）まで

プログラミングを駆使した、トリッキーな映像や、子どもから大

人まで誰でも体験できる不思議な世界が出現します。

入館料大人５００円／大学生・高校生３００円／小・中学生２００円

シルバー・学生書道展 出展作品募集
朝来市文化協会は、朝来市シルバー・学生書道展の出展作品を募集しています。

◆対象 ①シルバーの部…朝来市在住、在勤、または在学（健康福祉大学を含

む）の６０歳以上の人、②学生の部…朝来市内の幼稚園児、小学生、中学生、高

校生、大学生、③一般の部…①②以外の人

◆内容 １人１作品 課題は自由とします

《用 紙》①シルバーの部、一般の部…半切か半切１／４、②学生の部…半紙

《出品料》①シルバーの部、一般の部…半切は５００円、半切１／４は３００円、

②学生の部…無料

◆出品 各公民館へ９月１２日（金）までに提出

◆作品展 ９月２７日（土）、２８日（日）和田山公民館で開催

◆問い合わせ先 朝来市文化協会（和田山公民館内）☎６７２ー０１８８



広報朝朝朝来来来 16

「
明
延
フ
ェ
ス
」

あ
け
の
べ
一
円
電
車
ま
つ
り
拡
大
イ
ベ
ン
ト

◎
日
時

月

日

、午
前
９
時
～
午
後
４
時

１０

１９

（日）

◎
会
場

養
父
市
大
屋
町
明
延

◎
内
容

一
円
電
車
く
ろ
が
ね
号
の
運
行
、明
延
鉱

山
探
検
坑
道
見
学
会
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、ア
マ
チ
ュ
ア

バ
ン
ド
の
ラ
イ
ブ
、バ
ザ
ー
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

あ
け
の
べ
自
然
学
校

☎（
６
６
８
）０
２
５
８（
平
日
の
み
）

「中
瀬
フ
ェ
ス
」

金
山
ま
つ
り
拡
大
イ
ベ
ン
ト

◎
日
時

月

日

、午
前

時
～
午
後
５
時

１０

２６

（日）

１０

◎
会
場

養
父
市
中
瀬

◎
内
容

鉱
石
の
道
フ
ェ
ア
フ
ィ
ナ
ー
レ
イ
ベ
ン
ト
、ト

ロ
ッ
コ
広
場
お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
、中
瀬
鉱
山
村

ウ
ォ
ー
ク
、金
山
焼
き
、
中
瀬
鉱
山
今
昔
写
真
展
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

養
父
市
関
宮
地
域
局

☎（
６
６
７
）２
３
３
１

共
通
イ
ベ
ン
ト

＊「
鉱
石
の
道
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

４
つ
の
エ
リ
ア
を
巡
っ
て

鉱
石
の
道
グ
ッ
ズ
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

＊「
鉱
石
の
道
チ
ャ
レ
ン
ジ
検
定
」

ク
イ
ズ
形
式
で
鉱
石
の
道
を
楽
し
く
学
ぼ
う
♪

◎
問
い
合
わ
せ
先

鉱
石
の
道
推
進
協
議
会

（
兵
庫
県
但
馬
県
民
局
地
域
振
興
課
内
）

☎
０
７
９
６（

）
６
１
２
６
・
６
１
２
７

３４

銀
の
馬
車
道
・鉱
石
の
道

「絆
（き
ず
な
）
フ
ェ
ス
」

◎
日
時

９
月
７
日

、午
前

時
～
午
後
３
時

（日）

１０

◎
会
場

生
野
マ
イ
ン
ホ
ー
ル
周
辺

◎
内
容

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、記
念
式
典
、銀

の
馬
車
道
劇
団
に
よ
る
人
情
喜
劇「
銀
の
馬
車
道
」

公
演
、
銀
の
馬
車
道
マ
ル
シ
ェ（
物
産
展
）、お
や
つ
コ
ン

テ
ス
ト
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

鉱
石
の
道
推
進
協
議
会

（
兵
庫
県
但
馬
県
民
局
地
域
振
興
課
内
）

☎
０
７
９
６
（

）６
１
２
６
・
６
１
２
７

３４

☆
当
日
は
生
野
マ
イ
ン
ホ
ー
ル
前
の
市
道
が
車
両
通
行

禁
止
と
な
り
ま
す
。お
出
か
け
の
際
は
う
回
路
を
利
用

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
生
野
フ
ェ
ス
」

銀
谷
ま
つ
り
拡
大
イ
ベ
ン
ト

◎
日
時

９
月

日

、午
前

時
～
午
後
３
時

２８

（日）

１０

◎
会
場

生
野
町
口
銀
谷
全
域

◎
内
容

生
野
鉱
山
本
部
建
物
の
特
別
公
開
、古

民
家
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、銀
谷
は
い
か
ら
市
、ミ
ニ
一
円
電

車
、昭
和
の
遊
び
広
場
、ミ
ゼ
ッ
ト
広
場
、生
野
ミ
ニ

ウ
ォ
ー
ク
ツ
ア
ー
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

生
野
支
所
地
域
振
興
課

☎（
６
７
９
）５
８
０
１

「神
子
畑
フ
ェ
ス
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

◎
日
時

月
４
日

、午
後
３
時
～
８
時

１０

（土）

◎
会
場

神
子
畑
選
鉱
場
跡

◎
内
容

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
グ
ル

メ
屋
台
・
特
産
品
販
売

ブ
ー
ス
、ゆ
る
キ
ャ
ラ
集
合
、

ミ
ニ
一
円
電
車
体
験
乗
車

な
ど
。日
没
後
に
は
シ
ッ
ク

ナ
ー
や
選
鉱
場
跡
を
使
っ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
を
開
催
！

☆
参
加
に
は
事
前
の
応
募

が
必
要
で
す
。（
募
集
定
員

…
１
千
人
）申
込
み
方
法

な
ど
の
詳
細
は
８
月
中
旬

に
市
役
所（
各
庁
舎
）、公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
で

配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎（
６
７
２
）６
１
１
０

soug
ou@
city.a

sa
g
o.hyog

o.jp

「
鉱
石
の
道
」命
名

周
年
と
な
る
今
秋
、生
野
・
神
子
畑
・
明
延
の
３
鉱
山
に

１０

中
瀬
を
加
え
た
４
つ
の
エ
リ
ア
で「
鉱
石
の
道
フ
ェ
ア
」を
開
催
！
鉱
山
の
歴
史
や
文

化
を
楽
し
く
学
ん
で
体
験
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
も
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

～
出
会
い
・
感
動
～
夢
但
馬
２
０
１
４

鉱
石
の
道
フ
ェ
ア

９
月
１
日

～
（月）
月

日

１０

３１

（金）

プロジェクションマッピング
（イメージ）
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恒例の夏祭りが今年も盛大に開催されます。
皆さんおそろいでお出かけください。夏祭りのご案内

イベントの内容や、交通規制など詳細については、チラシ、ポスターなどのお知らせをご確認ください。

■問い合わせ先 朝来支所地域振興課 ☎６７７－１１６５

ああさご夏祭あさご夏祭りり ８月１６日（土）

会場：朝来グラウンド・朝来体育館・アルバ周辺

●少年サッカー招待試合 ●歌謡ショー ●漫才

●グラウンドゴルフ大会 ●カラオケ大会 ●くじらキッズダンス

●ミニ一円電車 ●花火大会（２,０００発・午後８時１５分～）

■問い合わせ先 和田山地蔵祭奉賛会 ☎０８０－４６４１－５３２３・和田山地域振興課 ☎６７２－６１３７

会場：和田山４町

８月２２日（金） ●名物造り物 ●七とこ地蔵参りスタンプラリー

８月２３日（土） ●一番ぶれ ●名物造り物

●枚田小学校金管バンド演奏 ●和田山中学校吹奏楽部演奏

●和田山虎臥陣太鼓演奏 ●和田山高校吹奏楽部演奏

●キッズダンス（ちぃちぃぱっぱ） ●よさこい踊り（さんさん会－和－）

●ＢＭＸフラットランド（自転車の曲乗り）

●豪華花火大会（３,０００発・午後７時３０分～）

※豪華花火大会の観覧について…東河橋、玉置橋では花火の観覧ができません。「駅北貨物ヤード

跡地」に花火観覧場所を設けますので、そちらでご覧いただくようお願いします。

和和田山夏まつり和田山地蔵和田山夏まつり和田山地蔵祭祭 8月２２日（金）・２３日（土）

■問い合わせ先
「生野夏物語」推進協議会
（朝来市商工会生野支所内生野ひいきの会事務局）

☎６７９－２２３３

生生野夏物生野夏物語語 ８月１３日（水）・１４日（木）・１５日（金）

８月１３日（水） 口銀谷地域

会場：生野マインホール前周辺

●生野町観光協会イベント

カラオケ大会など（午後５時３０分～７時）

●盆踊り（午後７時～・午後８時から総踊り）

鉱山全盛期の昭和３０年代ころに盛大に

行われていた生野の盆の「総踊り」を復活。

８月１４日（木） 奥銀谷地域と各地区

生野踊り・昔踊り・播州音頭・江州音頭・

但馬音頭の歴史ある盆踊りが各地域でよ

みがえります。

８月１５日（金）

会場：偕和橋（生野中学校校門）

から盛明橋までの区間

（午後７時３０分～）

代官所時代に森垣村と呼ばれて

いた口銀谷地域の６区。大小５００

個の灯籠が

市川を彩り、

お盆を締め

くくります。

８月１３日（水）～１５日（金）

会場：生野マインホール前駐車場

（午前１１時～午後１０時）

各種飲み物、食べ物を用意し

ています。休憩、食事にご利用

ください。

●生野の盆踊り ●森垣の灯籠流し
もりがい

●ふれあいテント村

ゆゆかたで参加しよゆかたで参加しようう！！！！

■問い合わせ先 山東支所地域振興課 ☎６７６－２０８０

山山東夏祭山東夏祭りり ８月１８日（月）・１９日（火）

会場：梁瀬小学校周辺

８月１８日（月） ●酒蔵音楽会 ●名物造り物 ●復活商店街「おきなれよ」 ●生花展

８月１９日（火） ●名物造り物 ●復活商店街「おきなれよ」 ●生花展 ●山彩市

●金管バンド等演奏 ●うなぎ・金魚・鯉子のつかみ取り ●山東音頭練り込み

●扇子おどり ●豪華花火大会（３,０００発・午後７時３０分～）
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和
田
山
公
民
館
の「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
」受
講
生
３
人
が
、６
月
７
日

か
ら

日
に
か
け
て
、香
美
町
村
岡
区
の
但
馬
高
原
植
物
園
で
開
か
れ
た

１５

「
癒
し
の
森
の
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー
２
０
１
４
・
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」

い
や

で
入
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、一
人
で
持
ち
運
べ
る
大
き
さ
の
作
品
を
対
象
に
、ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
の
技
術
な
ど
を
競
い
合
う
も
の
。岩
本
秀
子
さ
ん（
城
南
台
区
）が

い

わ

も

と

ひ

で

こ

最
高
の
賞
で
あ
る“
県
知
事
賞
”を
、小
谷
久
代
さ
ん（
宮
内
区
）が
”
グ
ッ
ド

こ

た

に

ひ

さ

よ

デ
ザ
イ
ン
賞
”を
、寺
尾
桂
子
さ
ん（
物
部
区
）が“
テ
ク
ニ
カ
ル
賞
”を
そ
れ
ぞ

て

ら

お

け

い

こ

れ
受
賞
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
、和
田
山
公
民
館「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
」の
基
礎
コ
ー
ス
、ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
を
受
講
し
、今
年
は
リ
ー
ダ
ー
養
成
コ
ー
ス
を
受
講
中
で

す
。着
実
に
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
関
す
る
知
識
と
感
性
を
身
に
つ
け
て
き
ま
し
た
。

受
講
し
て
い
る
皆
さ
ん
は
、『
花
づ
く
り
』は『
仲
間
づ
く
り
！
』を
テ
ー
マ
に
、

「
花
を
通
じ
て
、た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
が
で
き
て
、楽
し
い
」と
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
の
な
か
、講
座
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「県知事賞」岩本秀子さん

但馬高原植物園

コンテナガーデンコンテストで入賞
和田山公民館
講座受講生

市職員の人事異動（７月１日付）
▼産業経済部次長兼竹田城課長兼教育委員会

事務局次長兼社会教育課付課長

◎黒田隆雄（産業経済部次長兼竹田城課長）

▼産業経済部竹田城課副主幹兼教育委員会

社会教育課副主幹

◎足立智義（産業経済部竹田城課副主幹）

こ
の
ほ
ど
任
期
を
終
え
帰
国
す
る
外
国
語
指
導
助
手
の
パ

ト
リ
シ
ア
・
ジ
ョ
ー
ダ
ン
さ
ん
、マ
ー
テ
ィ
ン
・
ヒ
ル
さ
ん
の
２
人

が
、兵
庫
県
の「
ひ
ょ
う
ご
友
好
親
善
大
使
」に
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

パ
ト
リ
シ
ア
・
ジ
ョ
ー
ダ
ン
さ
ん
は
、ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
の
出
身
、平
成

年
８
月
か
ら
、梁
瀬
中
学
校
、梁
瀬

２３

小
学
校
で
３
年
間
。マ
ー
テ
ィ
ン
・
ヒ
ル
さ
ん
は
、ア
メ
リ
カ
・
オ

レ
ゴ
ン
州
の
出
身
、平
成

年
９
月
か
ら
、大
蔵
・
枚
田
・
竹

２５

田
・
中
川
の
各
小
学
校
で
１
年
間
、そ
れ
ぞ
れ
英
語
の
指
導

に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

任
命
式
は
、７
月
４
日
、兵
庫
県
公
館
で
行
わ
れ
、
兵
庫
県

の
井
戸
敏
三
知
事
か
ら
、朝
来
市
の
２
人
を
含
め
、任
命
を

い

ど

と

し

ぞ

う

受
け
た

人
の
皆
さ
ん
へ
任
命
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

２０

こ
の「
ひ
ょ
う
ご
友
好
親
善
大
使
」は
、外
国
語
指
導
助
手

な
ど
兵
庫
県
と
関
わ
り
の
あ
る
外
国
の
皆
さ
ん
が
、
帰
国
後

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
県
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
進
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ひょうご友好親善大使の任命を受けた、マーティン・
ヒルさん（左）と、パトリシア・ジョーダンさん（右）。

任
期
を
終
え
る
２
人
の
外
国
語
指
導
助
手

「
ひ
ょ
う
ご
友
好
親
善
大
使
」に

自自衛官募集のお知ら自衛官募集のお知らせせ
試験日受付期間応募資格種目

９月１９日（金）・２０日（土）のいずれか１日
９月９日（火）まで１８歳以上

２７歳未満の人

一般曹候補生

９月２５日（木）～２９日（月）のいずれか１日女子自衛官
候補生 受付時にお知らせ年間を通じて受付男子

９月２３日（火）９月９日（火）まで
高卒（見込み含む）
２１歳未満の人航空学生

問・自衛隊兵庫地方協力本部豊岡出張所☎０７９６－２２－３９７８

「テクニカル賞」寺尾桂子さん

「グッドデザイン賞」
小谷久代さん
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７月１４日、市役所西館で神戸

地方法務局による人権擁護委員

感謝状伝達式・委嘱状交付式が

行われました。

式では、３期９年間にわたり人

権擁護委員を務めた白瀧
し ら た き

迪子さ
み ち こ

ん（奥銀谷区）、２期６年間努め

た、岡田脩一さん（弥生が丘１
お か だ しゅういち

区）、大杉和子さん（西地区）へ、
お お す ぎ か ず こ

市民の人権擁護と人権思想の普

及高揚に努めた功績から、法務

大臣感謝状が伝達されました。

また、７月１日から新たに就任

した、中野寿美さん（生野６区）、
な か の ひ さ み

嵯峨山和幸さん（竹田中町区）、
さ が や ま か ず ゆ き

波多野まゆみさん（金浦区）、引き
は た の

続き、３期目の委員となる足立
あ だ ち

賢一郎さん（諏訪区）、２期目と
け ん い ち ろ う

なる中島隆幸さん（伊由市場区）
な か し また か ゆ き

に、それそれ委嘱状が交付されま

した。

◆人権意識の高揚を

２１世紀は人権の世紀と言われています。人権意識の高揚と

差別・人権問題の解消に努め、互いの人権を尊重し、差別のな

い、一人ひとりが安全で安心した暮らしができるよう、兵庫県で

は、８月を「人権文化をすすめる県民運動」推進強調月間とし

人権教育、人権啓発に取り組んでいます。

朝来市でも、人権尊重のまちづくりに向け、市民と行政が一

体となって、家庭、学校、地域、職場などにおいてさまざまな人

権問題に対する正しい理解と人権意識の高揚を促し、あらゆる

差別や偏見がなくなるよう努めています。

◆戦争を、平和の尊さを、忘れない

終戦から６９年を迎え、戦争を体験した皆さんの高齢化が進

んでいます。戦争を知らない私たちは、普段の生活のなかで、

平和の尊さについて考えることは、あまりないかもしれません。し

かし、戦争を二度と繰り返さないためには、過去の戦争の悲惨さ

を知り、伝えていくことが大切です。終戦記念日を迎える８月、

平和の尊さについて考えてみてはいかがでしょうか。

朝来市では、「平和都市宣言」を平成２３年度に制定し、市

民一人ひとりが平和追求への意識を高め、恒久平和を強く願

い求めることを目ざしています。

◆戦争犠牲者のご冥福と恒久平和を祈念し、

それぞれの日時に１分間の黙とうをささげましょう。

■広島 ８月６日（水）、午前８時１５分

■長崎 ８月９日（土）、午前１１時２分

■全国戦没者追悼式 ８月１５日（金）、正午

８月は兵庫県が定める、「人権文化をすすめる県民運動」推進強調月間です。

差別・いじめ・人権問題を学びながら、自分自身のなかの偏見や差別意識を見つめ、

人権啓発推進の取り組みに、ぜひ多くの皆さまのご参加、ご協力をお願いします。

○朝来市平和都市宣言

私たち朝来市民は、私たちと世界中のすべての人々の平和

を願い、次のことを宣言します。

一、私たちは、平和な生活を守るために、日本国憲法に掲

げられた恒久平和を守り、いっさいの戦争を永久になくす

ことを求めます。

一、人々の命をうばい生活を壊す核兵器の廃絶を強く訴え

ます。

一、市民憲章の誇りと責任を持ち、平和への不断の努力に

よって、安全で安心、緑豊かな私たちのふるさとを未来の

子どもたちに残します。

一、互いを理解し、それぞれの立場を尊重し、知恵と勇気を

持ってすべての争いを話し合いでなくすことを求めます。

■問い合わせ先 人権推進課☎６７２－６１２２８月は『人権文化をすすめる県民運動』の推進強調月間です

人権擁護委員感謝状伝達式
委嘱状交付式が行われました

朝来保護区保護司会と市は、７月１日、イオ

ン和田山ショッピングセンターで、「第６４回社会を

明るくする運動」の街頭啓発活動を実施しました。

保護司会、更生保護女性会をはじめ、市内各

種団体の皆さんや、糸井小学校・竹田小学校の

６年生の子どもたちなど約４５人が参加。朝来市

のマスコットキャラクター“ちゃすりん“や、朝来市商

工会の竹田城跡イメージキャラクター“たけじぃ“も

かけつけ、啓発チラシを手渡しながら運動の内容

について、行き交う人たちへ呼びかけました。

この活動は、犯罪や非行のない地域をつくるた

めに、一人ひとりが考え、「社会を明るくする運動」

に参加するきっかけになればと、全国各地で進め

られているものです。安全で安心な地域づくりにつ

いて、この機会に考えてみてはいかがでしょうか。

犯罪や非行のない地域づくりを
“社会を明るくする運動”街頭啓発

退任にあたり法務大臣感謝状を受けた皆さん

大杉和子さん、岡田脩一さん、白瀧迪子さん

引き続き委員を務める皆さん

中島隆幸さん、足立賢一郎さん

新しく委員の委嘱を受けた皆さん

波多野まゆみさん、嵯峨山和幸さん、中野寿美さん
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健康コーナー

過度なストレスは心身にさまざまな影響をおよぼし

ます。「気分が沈む」「眠れない」「こもりがちである」な

どこころの相談に専門医が応じます。また、心理士によ

るカウンセリングも行います。

相談は無料で、秘密は厳守されますのでお気軽にご

相談ください。なお事前に電話などで予約をお願いし

ます。

※日程は１０月までの予定です。今後の予定は広報等に順次掲載します。

【相談の申込み・問い合わせ先】地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

広報朝朝朝来来来 20

こころのケア相談
ひとりで悩まずにご相談ください

乳幼児等対象の健診についてはいずれも該当児には個別通知します。

相談員会 場開催日

医 師和田山保健センター９月１日（月）

心理士和田山保健センター１０月３日（金）

医 師朝来公民館１０月３０日（木）

場 所内 容
曜
日

日月

山東老人福祉センター離乳食教室水２０
８
月 和田山保健センター８か月児健診木２１

和田山保健センター３か月児健診木２８

和田山保健センターこころのケア相談（予約制）月１

９
月

生野マインホール総合健診水３

生野マインホール
和田山保健センター

総合健診
１歳６か月児健診

木４

和田山保健センター３歳児健診金５

朝来体育館総合健診火９

朝来体育館総合健診水１０

朝来体育館総合健診木１１

健健健康康カレカレンンダーダー
８８／１６～９／１８／１６～９／１５５

※その他の実施機関（監査委員、農業委員会、固定資産評価審査委員会）に対しての請求はありませんでした。

平成２５年度

情報公開条例・個人情報保護条例の運用状況

〇情報公開条例分

不服申立て
決定などの内容請求件数

（申出件数）
実施機関

取下げ不開示部分開示開 示
０１２１８１２２市 長
０００３０３教育委員会
００１００１選挙管理委員会
００１１０２議 会
０１４２２１２８計

〇個人情報保護条例分

不服申立て
決定などの内容請求件数

（申出件数）
実施機関

取下げ不開示部分開示開 示

０００１０１市 長

０００１０１計

平成２５年度の情報公開条例および個人情報保護条例の運用状況をお知らせします。

■問い合わせ先
総務課 ☎６７２－６１１５

学校を取り巻く環境が大きく変化するなか、教育活動の

さらなる充実を図るためには、教職員が時間的にも精神的

にも落ち着いた状況のもとで児童生徒とじっくりと向き合う

時間を確保することが重要です。

平成２４年度に兵庫県教育委員会が県内の小・中・高等

学校、特別支援学校を対象に実施した「教職員勤務実態

調査」の結果、教員の平日１日当たりの平均勤務時間が

１０時間４６分で、その時間的・精神的負担が増大している

ことが分かりました。

そこで、兵庫県教育委員会によって、平成２５年度から、

県内すべての学校において、週１回以上の「教職員定時

退勤日」を設定・実施するよう指導が進められています。

朝来市教育委員会でも、教職員のワーク・ライフ・バラン

ス（仕事と生活の調和）を実現し、すべての教職員が精神

的なゆとりを持って、一人ひとりの児童生徒に向き合うこと

のできる環境づくりのため、「教職員定時退勤日」を実施し

ます。

また、生徒のゆとりある生活の確保とスポーツ障害等の

防止、教職員が生徒と向き合う時間を確保するため、部活

動のない日「ノー部活デー」を、平日週１日以上と土曜日、

日曜日のどちらか１日に設定し実施します。

これら取り組みを進めていくよう、各校に指導しています。

皆さまのご理解・ご協力をお願いします。

■問い合わせ先
学校教育課 ☎６７７－２１１５

～子どもたちと向き合う教育環境づくりの一環として～

「教職員定時退勤日」「ノー部活デー」について



健康コーナー
■問い合わせ先
地域医療・健康課
☎６７２－５２６９（和田山保健センター）

食生活などの生活習慣を見直し、改

善のために役立つ健康教室を開催し

ます。

自分や家族の健康づくりのため、ぜ

ひご参加ください。

※各教室の栄養講座は３回とも同じ内容です。都合のよ

い日にご参加ください。

※受講料は無料です。

※参加申込みは、地域医療・健康課までお電話で。

（詳しい日程をご案内します）

《運動教室も開催予定です》※詳細は各問い合わせ先へ

◎健康キャッチ教室

とらふす道場（和田山町竹田）８月～２月

問い合わせ先…とらふす道場（☎６７４－００７５）

◎運動教室

あさごふれあいプール「くじら」（新井）１２月～３月

問い合わせ先…地域医療・健康課（☎６７２－５２６９）

【申込み・問い合わせ先】地域医療・健康課☎６７２－５２６９

「食」は健康な体づくりだけではなく、食を通じたコミュニ

ケーション、地域の伝統文化の継承、自然との共生など、あ

らゆる分野にわたり、私たちの生活のなかで重要な役割を

担っています。

食に関する知識を深め、楽しみながら健康的な食生活

や健康づくりが実践できるように心がけましょう。

《食事を楽しみましょう》

☆心とからだにおいしい食事を、味わって食べましょう。

☆毎日の食事で、健康長寿をのばしましょう。

☆家族の団らんや人との交流を大切に、また、食事づくりに

参加しましょう。

（平成１２年３月／文部省・厚生省・農林水産省改定 食生活指針）

【問い合わせ先】地域医療・健康課☎６７２－５２６９

総合健診を次の日程で実施します。ぜひ受診していた

だき、健康管理に努めましょう。

※９月３日（水）・４日（木）の総合健診は、『生野マイン

ホール』で実施します。広報５月号発送時に配布しました

「平成２６年度朝来市総合健診実施日程について」の会場

とは異なります。ご注意ください。

《受診をされる皆さんへ》

☆すでに申込まれている皆さんには、実施日の約３週間

前に受診日時・会場の案内と受診票等を送付します。

☆申込みをしていない人で、受診を希望する場合は、早

めに地域医療・健康課までご連絡ください。

【申込み・問い合わせ先】地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

平平成２６年８月平成２６年８月号号21

～健康あさご２１～ 年１回は健診を受けて健康管理に努めましょう

平成２６年度朝来市総合健診を実施しています

【日程と会場】

会 場日 程

生野マインホール※９月３日（水）・４日（木）

朝来体育館９月９日（火）・１０日（水）・１１日（木）

内 容会 場期 日教 室

糖尿病とその予防に
ついての講話

和田山保健センター９月２７日（土）
医師の
講話

糖
尿
病
予
防
教
室

食生活改善の講話と
調理実習

和田山保健センター８月２７日（水）
栄養
講座

和田山公民館１１月１３日（木）

朝来公民館１月１６日（金）

脂質異常とその予防
についての講話

和田山保健センター１１月１１日（火）
医師の
講話

血
液
サ
ラ
サ
ラ
教
室

食生活改善の講話と
調理実習

和田山保健センター９月２４日（水）
栄養
講座

和田山公民館１１月２５日（火）

朝来公民館２月１２日（木）

高血圧とその予防に
ついての講話

和田山保健センター１２月８日（月）
医師の
講話

高
血
圧
予
防
教
室

食生活改善の講話と
調理実習
※希望者を対象にみそ汁
の塩分測定を行います

和田山保健センター１０月１０日（金）
栄養
講座

和田山公民館１２月１６日（火）

朝来公民館２月２５日（水）

骨粗鬆症の予防のた
めの講話と調理実習

和田山保健センター１０月２９日（水）
栄養
講座

骨
い
き
い
き
教
室

和田山公民館１月１５日（木）

朝来公民館３月１１日（水）

各教室１回参加で１０ポイント

平成２６年度健康教室の参加者募集

おいしく、楽しく、バランスよく！ ～健康あさご２１～

食を通じた健康づくり

《朝来市の現状》
平成２１年度に行った健康づくりのためのアンケート

調査と食育アンケート調査の結果では、食事づくりに

参加している人の割合は、就学前の子どもが６３．６％、

児童・生徒は３１．７％、１５歳以上は４３．３％となっていま

す。

子どもの発育・発達段階に応じた「食」の体験を積

み重ねることは健康的な食習慣の基礎をつくります。

また、食事づくりや準備にかかわることで、食生活に関

する知識や技術を身につけながら、家族や仲間と一

緒に会話をしながら食べることによって、食事の楽し

みはいっそう深まります。家族や仲間などと一緒に食

べる機会や食事に関わる機会を増やしましょう。

市は、「食」を通じた健康づくりとして、食に関する知

識を深め、健全な食生活を実践できるよう、食育活動

に取り組んでいます。

～～毎月１９日は食育の日～毎月１９日は食育の日～～
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地域包括支援センターの

第９回 朝来市高齢者歯のコンクール参加者募集

窓

お口の中を健康に保つことは、身体の健康や老化防止、生きがいづくりに深く関わっています。市は、

歯・口腔の健康づくりや「８０２０運動」の取り組みの一環として、「高齢者歯のコンクール」を実施します。
はちまるにまる

◆日時 １０月２３日（木）、午後１時３０分から

◆会場 山東老人福祉センター（市役所山東庁舎となり）

◆内容 歯の審査・表彰、歯やお口の健康についての講話

◆ 賞 朝来市長賞・優秀賞・年齢別部門賞・８０２０賞・す

こやか賞・はつらつ賞

◆応募資格 市内に住所がある６５歳以上で、健康で自分

の歯が２０本以上あり、むし歯があっても完全に治療している人

※これまでに朝来市長賞を受賞していない人であれば、何

度でも応募可能です。

◆募集人数 ６０人（定員になり次第締め切ります）

◆応募方法 電話、またはハガキ、ファクスで、住所・氏名・

生年月日・電話番号を記載のうえ、１０月６日（月）までに朝

来市高年福祉課（地域包括支援センター）までご応募くださ

い。詳しい内容については、後日、案内いたします。

◆その他 参加者全員に参加賞を用意しています

◆申込み・お問い合わせ

朝来市高年福祉課（地域包括支援センター）

☎６７２－６１２５ ＦＡＸ．６７２－４１０９

個人事業税は、所得税、住民税とは別に個人で事業を行う皆さんにかかる税です。第１期分の納期限は、９月１日（月）

ですので、最寄りの銀行などの金融機関で納めましょう。

また、納税には便利な口座振替制度もぜひご利用ください。お近くの県税事務所でお申込みいただけます。

個人住民税（市県民税）は、県民税と市民税をあわせて市が課税し、徴収する税です。給与所得者と６５歳以上の年金受給

者は、給与や年金から特別徴収され、それ以外の人は、市から送付の納税通知書によって、原則として年４回に分けて納めて

いただきます。給与所得者等以外の人の個人住民税の第２期分の納期限も、個人事業税と同じ９月１日（月）です。

個人住民税
の納税について個人事業税

■問い合わせ先
県豊岡県税事務所 ☎０７９６－２６－３６２８
税務課 ☎６７２－６１１９

東日本大震災の教訓を踏まえた緊急防災・減災事業を推進するため、平成２６年度から平成３５年度までの個人住民税
の均等割の税率が年額１千円（県民税・市町村民税各５００円）引き上げられます。

介護納付金分後期高齢者支援金分医療給付費分区 分

２．３％２．２％５．１％前年総所得金額から基礎控除（３３万円）を控除した額に税率を乗じた額所得割額

１０．４％８．２％１８．８％当年中の固定資産（土地・家屋）税額に税率を乗じた額資産割額

１０，３００円８，４００円１９，４００円被保険者1人当たりに賦課される１年間の金額均等割額

６，９００円８，０００円１８，３００円１世帯当たりに賦課される１年間の金額平等割額

１４０，０００円１６０，０００円５１０，０００円１年間の国保税額の上限賦課限度額

《納付書にて納付いただいている皆さんへ》

当初７月に納税通知書とともに全期分、第１～９期分の合計１０枚の納付書を一括して送付しています。

期別ごとには送付いたしませんので紛失されませんようご注意ください。

■問い合わせ先
税務課 ☎６７２－６１１９

３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月
納期

９期８期７期６期５期４期３期２期１期

＊納期は７月から３月までの年間９回です

平成２６年度国民健康保険税について
平成２６年度国民健康保険税の税率が次のとおり決まりました。



№５７ 悪質な訪問販売に注意！暮らしの情報コーナー

▼

暑

い

日

が

続

き
ま
す
。

皆
さ
ん
い

か

が

お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。今
年

は
春
に
発
表
さ
れ
た
予
報

で
は
、「
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象

の
影
響
で
冷
夏
に
な
る
。」

と
の
こ
と
で
し
た
が
、こ
れ

も
撤
回
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

私
も
、取
材
で
屋
外
と
い

う
こ
と
が
続
い
た
た
め
か

今
年
は
こ
と
の
ほ
か
日
焼

け
を
し
ま
し
た
。と
い
っ
て

も
顔
と
腕
だ
け
で
す
け
ど
。

▼
と
こ
ろ
で
、先
日
お
電

話
で
、「
枚
田
岡
の
国
道

３
１
２
号
線
の
与
布
土

川
橋
で
、橋
げ
た
の
継
ぎ

目
か
ら
生
え
た
ト
マ
ト
が

実
を
つ
け
て
い
る
の
で
見
に

来
て
ほ
し
い
。」と
の
連
絡

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
か

ら
９
年
前
に
一
世
を
風
び

し
た「
ど
根
性
大
根
」の
ト

マ
ト
版
で
す
ね
。交
通
量
の

多
い
道
の
片
隅
で
、写
真

で
は
分
か
り
づ
ら
い
で
す
が
、

し
っ
か
り
と
赤
い
実
を
つ
け

て
い
ま
し
た
。暑
い
中
で
す

が
、少
し
で
も
頑
張
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

知らない業者が突然家にやってきて、太陽光発電システム、ふとんリフォーム、屋根工事などを強引に勧誘し高額な契約を

させる悪質な訪問販売のトラブルが相次いでいます。認知症等で判断力の衰えた高齢者や独居世帯を狙い、「絶対に得す

る」「このままでは大変なことになる」等と、根拠のないうたい文句や脅し文句、うその説明等で契約を急がせる手口が目立ち

ます。中には、商品の説明をほとんどしていない、契約書の偽造が疑われる、といった大変悪質な事例もあります。

事事事
ྫྫྫ

つ

認知症で独り暮らしの母が、訪問販売で５００万円の太陽光発電システム設置工事の契約をしていた。業者が前

払い金を取りに来たところへ、たまたま居合わせた介護ヘルパーが追い返してくれたので代金は支払っていな

い。母は契約した記憶もなく内容も理解していない。 （契約者：８０歳代女性、相談者：６０歳代男性）

■不審に思ったとき、困ったときには…消費生活相談 たじま消費者ホットライン ☎０７９６－２３－１９９９

市消費生活相談窓口（市民課内） ☎６７２－６１２１ 県立但馬消費生活センター ☎０７９６－２３－０９９９

集

記後

編

８月に入って、私が朝来市にやってきてから一年になりました。早いで

す！あっという間の一年間でしたが、すばらしい一年間でもありました。初

めての経験がいっぱいでき、日本語のレベルも上達することができ、日本

の料理も作ることができるようになりました。

私にとって朝来市はすばらしい街だと思います。数多くの文化と、きれ

いな自然にあふれるこの街に住めるのは、私にとってとても幸運なことだ

と、毎日のように思っています。

さて、このような私の朝来市での一年間のなかで、一番よかった思い出

と悲しい思い出とは何でしょうか？

もちろん、悲しい思い出よりもよかった思い出の方が多くあるのですが、

まず、虎臥陣太鼓に所属して練習を続けて初めて皆さんの前で演奏でき

たのが、特に感動的な思い出です。また、飲み会や新年会など、日本の仕

事を通じてのイベントも忘れられないことです。また、太鼓での活動や、こ

ども園や公民館での講座などを通じて、優しい人たちに出会えたことも大

切な思い出となりました。

悲しい思い出はほとんどなかったのですが、一つだけあげるとすれば、

一人でクリスマスを過ごさなければならなかったことです。クリスマスは

一番大切な家族の集まる日ですから、とても悲しかったです。

私はこれからも朝来市での生活を続けます。次の一年も、いっぱいの経

験とすばらしい思い出ができることを願っています。

（秘書広報課国際交流員 ヴァンデンドリッシュ―・ポリーヌ）
※子ども＝15歳以下 高齢者＝65歳以上
※累計は平成２６年の合計

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

１空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

３忍 び 込 み０強制わいせつ

１金 庫 破 り０ひ っ た く り

１事 務 所 あ ら し１０車 上 ね ら い

０出 店 あ ら し０自動販売機ねらい

３詐 欺

そ
の
他

１部 品 ね ら い

５傷 害１４器 物 損 壊

７暴 行３自 動 車 盗

１１万 引 き０オートバイ盗

（６月末累計）１０自 転 車 盗

火災・救急の状況
（朝来消防署）

件数区分

０建物

火
災

０林野

０車両

０その他

０合計

１６累計

４交通事故

救
急

１３一般負傷

７５急病

２１その他

１１３合計

７８５累計

（６月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

６８１１人身事故

００子ども

死
者

１０高齢者

００その他

１０合計

１６３子ども

傷
者

７２高齢者

７７８その他

１００１３合計

５７５７２物損事故

（６月中）

vol.１１朝来市でもう１年間！

このケースでは、契約者宅を探しても契約書が見当たらず、当初は契約書を渡したと主張していた業者の言い分もそ

の後二転三転し、客観的に契約書の交付を確認できなかったため、書面不交付でクーリングオフしました。訪問販売の場

合、契約(法定書面の交付)から８日以内であれば、クーリングオフで無条件解約することができます。期間が過ぎていて

も契約書を受け取っていなければクーリングオフができるほか、勧誘の仕方に問題があれば取り消しできる場合もありま

す。トラブルの発見や早期解決には、周囲の見守りが大切です。

平平成２６年８月平成２６年８月号号23
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人市内で活躍する元気な人、

グループを紹介
（ ）

新あさご百景
第29回 与布土ダム
６月１日に竣工式が行われた与布土ダムです。総貯水量

しゅん

は１０８万立方 ㍍。朝来市山東町与布土にあり、平時の水の

供給や洪水時に河川の増水を抑える、などといった役割が

期待されています。

問い合わせ先 都市開発課 ☎６７２－６１２７

竹田城跡のイメージキャラクター「たけじぃ」。竹田城跡の人気

をきっかけに、親しみやすいキャラクターを通じて、子どもたちを

はじめ多くの皆さんに城跡について愛着や親しみを持ってもら

うことを目的としてつくられました。

朝来市商工会青年部の皆さんが中心となって昨年秋にデザイン

を公募し、１１月１０日にキャラクターデザインが決定。今年の２月には小学生の応

募によって名前が決まり、４月２６日の但馬・食文化まつりで着ぐるみが“デ

ビュー”、その後は、市内外で活躍し人気が高まりつつあります。

「わしが皆さんの前に姿をあらわしたのはつい最近ではあるが、竹田城跡と同じ

くもう５８０歳くらいになる。“ちゃすりん”ともども竹田城跡の歴史や朝来市の良さ

などを多くの人たちに知らせていきたいと思っておる。いろいろな場所につれて

いってほしいじょ。」

朝来市商工会では、「たけじぃ」の各種イベントなどへの参加やデザ

インを使用した商品の企画なども受け付けています。今後の「たけ

じぃ」の活動については、Ｆａｃｅｂｏｏｋ（フェイスブック）などを通じて公開

されることになっています。

「わしの頭上にかかっている虹を見ると幸せになるというウワサがあ

る。実際に出会って見てほしいじょ。」

「たけじぃ」について詳しくは朝来市商工会（☎６７２ー２３６２）まで。

皆さんからの投稿を募集しています。身近にある
風景などを応募ください。

（写真提供 和田山写真クラブ 吉井
よ し い

勍さん）
つよし

いきいき
市内で活躍する元気な人、

グループを紹介

たけじぃ

？

身 長 ０～３５３メートル（自由自在）

誕生日 ４月２６日（おうし座）

年 齢 あまり覚えていないけどたぶん５８０歳くらい

口 癖 ～じょ。（例 おいしいじょ。たのしいじょ。）

性 格 礼儀正しくマナーにはちょっと厳しい

のんびりした性格で早い動きはちょっと苦手

プロフィール

市 民 投 稿

平成26年「駅前元気まつり」 駅前元気まつり実行委員会・駅前区
住民を元気づけ、地域の活性化を目ざすことを目的に、７月１２日、「駅前元気ま

つり」を行いました。

毎年この時期恒例のまつりも、すでに十数回目の開催となりました。今回も虎

臥陣太鼓や枚田小学校金管バンド部の演奏をはじめ、さんさん会－和－、フラダ

ンス、キッズダンス、景品付きのビンゴゲーム、バザー、駅前商店街スタンプラリー

など多彩な催しを繰り広げ、約１０００人の皆さんが楽しいひと時を過ごしました。

また、今年は神戸市の佐藤陽生くん、惣叶くん兄弟による自転車競技の披露
さ と う は る き み な と

（ＢＭＸフラットランドショー）も行ない、こちらも注目を集めました。

こ ん な こ と あ ͬ た で ー

よろしく
たのむじょ♪


